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南部町教育委員会の事務の点検 

及び評価報告書  

 

 

≪ 平成２４年度実績 ≫ 

 

 

 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 27 条の規定に基づき、教育 

に関する事務が南部町教育施策の方針に基づいて適切に実施されているか 

点検するとともに、その成果及び課題等について自ら評価し報告するもの 

です。 

 

 

 

 

 

南部町教育委員会 



 

◆まえがき 
 

 

南部町教育委員会では、「豊かで潤いのある生涯学習社会の形成に向けて、心身とも

に健康で豊かな情操と優れた創造力、たくましい実践力を持ち、郷土の発展につくす人

材の育成」に努め、学習環境の整備に取り組んでいます。 

 

こうした取り組みは、これまでも広報誌などを通じて町民の皆様にお知らせしてきた

ところですが、平成１９年６月に、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が改

正され、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行について点検及び

評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出するとともに公表することとされま

した。 

 

このため、南部町教育委員会では、今後の効率的で効果的な教育行政を推進し、町民

の皆様へ説明責任を果たすことを目的に外部の学識経験者などから意見を伺いながら、

教育委員会の事務の点検及び評価を実施し、このたび、その結果を報告書としてまとめ

ました。 

 

南部町教育委員会では、今後も「個を生かし生きる力と学ぶ力や夢をはぐくむ学校教

育の推進」「生きがいのある人生と、豊かで住み良い地域社会を実現する社会教育の推

進」「未来へ伝える貴重な文化財の保存・活用」を目指し、地域の伝統と特性を生かし

た教育行政の推進に努めて参りますので、町民の皆様のご支援とご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

平成２６年３月 

 

                      南部町教育委員会 

 

 

 

 



点検評価アドバイザー（学識経験者）による意見 

 

南部町の教育方針、学校教育指導及び社会教育指導の方針と重点にかんがみ、南部

町教育委員会の事務の点検及び評価報告書を拝見しました。 

担当者等から説明を聞き、全般的に限られた予算の中で、町民のニーズがよく収集

され、その内容が事業のマンネリ化の防止やスリム化、さらに事業内容の充実によく生

かされ、事務事業の執行がなされている。 

職員の献身的な事務事業の執行に敬意を表したうえで、所見の一端を述べます。  

 

○初めに、特記すべき事項として  

 事務事業の執行に当たっては、町の目指すべき将来像を定めた「総合振興計画」

及び「教育方針」を常に念頭に置きながら、創意工夫を凝らし、系統的に関連付け、

一層の教育行政の充実に努める必要がある。 

 また、「特色ある学校経営」として、町当局が厳しい財政事情にもかかわらず、学

校教育に町独自の支援を実施していることは、教育にかける並々ならぬ意欲を感ず

る。 

 

 

 

 

 

１．「特色ある学校経営」等について共通理解を図り、学習指導要領から「不易と流行」

を読み取り、「不易」なる事項への重点化と「流行」とのバランスを図ることが大切

であると考える。 

 

２．「子育ては社会総がかり」であることから、啓発活動の実践や住民自治意識を高め

るために「生涯学習社会」の推進に、一層努められることが必要であると考える。 

         

３．教育委員会内において、事業の狙い・目的等の再点検からその見直し等が図られて

きているが、町当局主催の事業と照し合せ、更に精査する必要があると思われる。 

 

４．実績の評価及び総合評価の基準づくりは、客観的な評価判断ができるよう、数値化

をベースに文章化する努力が必要である。 

また、継続事業については、これまでの評価と当該年度をよく比較し、その対比か

ら考察して評価する必要がある。 

 



５．学校教育の最大の責務は「生きる力」としての「基礎的な学力の向上」である。 

そのことに対して、教育行政において、十分な手当がなされているかが重要である。 

  

６．学習状況調査においては、「東日本大震災」による実施の見送りや「抽出による調

査方式」よって、分析による活用はできないが、基礎的な学力の向上に重点を置いて

いる学校は、小・中学校の情報交換を密にした教育の推進が大切である。 

 

７．社会教育関係施設の職員は、施設間のコミュニケーションの場を持ち、相互に意見

交換・連携を図りながら総合的な社会教育の推進をしていくことが必要である。 

 

８．事務事業ごとの個別評価表の記入に当たっては、共通理解のうえ適切に記入するこ

とが必要である。 

 

 

終わりに、    

１．今後、一層の「基礎・基本を重視した社会」に対応するため、学校教育においては

各種の資料を分析し、基礎的な学力の向上に努めることが大切である。 

 

２．生涯学習事業の一層の充実のために、各事業における参加者、受講者のアンケート

の実施により、町民のニーズに応えるとともに、町民の連携を深め地域のコミュニケ

ーションの形成を図ることが必要である。 

 

３．学校教育、家庭教育、社会教育が連携を図ることで、一層教育成果を高めることが

可能であり、このことにより町の活性化が促され、町の発展につながると考える。 

 

   

 

 

             南部町教育委員会の事務の点検評価アドバイザー 

                          赤 平  實 

                                          庭 田 卓 夫 
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 点検及び評価の概要 

 

１ 経  緯 

    地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律（平成１９年法

律第９７号）により、平成２０年４月１日から、教育委員会は毎年、その権限に属

する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報

告書を作成し、これを議会に提出、公表することとされました。 

 

 ２ 点検評価の対象 

   南部町教育方針にある教育施策の重点に基づいて行う事業 

  

３ 点検評価の方法 〈内部評価〉 

（１） 事業担当部署による点検及び評価 

・各事業担当部署が実施状況をまとめて評価 

（２） 教育委員会による点検及び評価 

・各事業担当部署が評価したものを、事業の妥当性について評価 

 

 ４ 学識経験者の知見の活用 

      点検・評価の客観性を確保するため、学識経験者等を「点検・評価アドバイザー」 

               として委嘱し、点検・評価の実施方法や内容について意見をいただいおります。 

 

５ 点検・評価アドバイザー 

氏  名 団 体 ・ 役 歴 

赤 平  實  氏 元南部町教育委員会教育委員長・元階上中学校長 

庭 田 卓 夫 氏 元南部町教育委員会参事学務課長 

 

（１）点検・評価アドバイザー会議の開催状況 

   ・第１回会議  平成２５年 ７月１０日開催 

   ・第２回会議 平成２５年 ８月１９日開催 

   ・第３回会議 平成２５年 ９月 ９日開催 

     ・第４回会議 平成２５年 ９月１７日開催 

・第５回会議 平成２５年 ９月２４日開催 

・第６回会議 平成２５年１０月２５日開催 
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事務事業の点検及び評価とは 

 

事務事業の評価は、教育委員会が行っている事業について、点検と評価を行い、必要に

応じて事業の取り組み方法等を見直して、次の仕事の取り組みに生かしていくものです。 

 

               

                             学識経験者の 

知見の活用 

  対象            教育 

               施策の重点 

（4 項目）      

   各                             

   年          各教育指導等 

度           重点項目            体系別点検・評価 

   分           （25 項目）            （目標ごと） 

                

                             

              計画事業            個別点検・評価 

                               （ＣＨＥＣＫ） 

               実施（ＤＯ） 

※企画立案（ＰＬＡＮ） 

 

 

  

報告書 

 

※改革・改善 

（ＡＣＴＩＯＮ） 

 

 

事務事業の企画立案（ＰＬＡＮ）、実施（ＤＯ）、点検・評価（ＣＨＥＣＫ）、

改革・改善（ＡＣＴＩＯＮ）を継続して行うことで、より効率的で質の高い事務

事業の実現を図っていきます。 
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南 部 町 教 育 方 針 

 
◇ 基本理念 

 
  教育はひとづくり、人づくりはまちづくり 

 
◇ 基本方針 

 
  南部町教育委員会は、青森県教育委員会及び三八教育事務所、関係機関、

諸団体との連携を図り、豊かで潤いのある生涯学習の形成に向けて、「心身と

もに健康で豊かな情操とすぐれた創造力、たくましい実践力を持ち、郷土の

発展につくす人材の育成 」に努める。 

 
◇ 教育目標 

 
 １．町民の連携意識を高めながら、豊かな心と広い視野を持ち、積極的に郷

土の発展に貢献することのできる品性豊かな町民の育成に努める。 

 
２．時代の変化に対応しながら、自分の生活に目標を持ち、豊かな情操と創造

力・実践力を磨きながら生涯学び続け、社会参加のできる町民の育成に努め

る。 

 
 ３．スポーツに親しみながら、自分の体力と健康に関心を持ち、自主的に健

康で安全な生活を営むことのできる町民の育成に努める。 

 
◇ 教育施策の重点 

 
 １．学校教育においては、主体的な学習態度を育て、基礎的・基本的学力の

定着や考える力を身につけさせ、夢を育む教育を推進する。 
   また、町内小中学校へ「特色ある学校づくり」のために町独自の支援を

行う。 

 
 ２．社会教育においては、学校と地域の協働による教育活動と家庭教育の充

実に努める。 
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 ３．社会体育においては、スポーツ活動の振興やニュースポーツの普及と実

践化を図るとともに、日常生活での体力つくりを推進する。 

 
 ４．文化活動においては、芸術文化活動の奨励や育成を図るとともに、伝統

文化の継承育成や未来に伝える貴重な文化財の保存・活用に努める。 

 
 
【学校教育指導の方針と重点】 

 
１．方 針 

   知・徳・体の調和の取れた人間性豊かな幼児・児童・生徒を育成するた

め、教育は人づくりという視点に立って、学校経営に創意工夫をこらし、

個を生かし生きる力と夢をはぐくむ学校教育の推進に努める。 

 
２．重 点 

 （１）授業の充実 
    一人一人の子どもが、各教科及び総合的な学習の時間等に主体的に取

り組み、確かな学力を身に付けることができるよう、言語活動の充実を

図りながら、一人一人の能力・適性に応じた指導と学習習慣の育成に努

める。 

 
   ア 基礎的・基本的内容に即した教材の工夫と教材研究の深化 
   イ 個に応じた学習過程と評価を重視した指導の工夫 
   ウ 自ら課題を見つけ、よりよく問題を解決する力を身に付ける指導の

工夫 
   エ 主体的・体験的な学習のための環境づくりの充実 

 
 （２）道徳教育の充実 
    一人一人の子どもが、人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を具体

的な生活の中に生かし得るよう、道徳性の育成に努める。 

 
   ア 道徳的実践力を高める指導の工夫 
   イ 豊かな心をはぐくむ体験活動の推進  
   ウ 郷土に関する資料の開発と活用 

 
 （３）特別活動の充実  
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    一人一人の子どもが、望ましい集団や豊かな体験の中で互いの個性を

認め合い、協力してよりよい生活や人間関係を築いていくことができる

よう、自主的、実践的な態度の育成に努める。 

 
   ア 自主的な態度を育てる学級活動・ホームルーム活動の工夫 
   イ 自治的な意識を高める児童会活動・生徒会活動の工夫 
   ウ 児童の個性の伸長と触れ合いを深めるクラブ活動の工夫 
   エ 感動や連帯感を高める学校行事の工夫 

 
 （４）体育・健康教育の充実 
    一人一人の子どもが、生涯にわたり自ら進んで運動に親しみ、健康・

安全で活力のある生活を送ることができるよう、家庭や地域社会との連

携を図りながら、心と体を一体としてとらえ、健康でたくましい体をは

ぐくむ教育の推進に努める。 

 
   ア 運動に親しむ資質や能力の育成及び体力の向上を図る指導の充実 

イ 健康に関する知識を身に付け、自ら健康な生活を実践できる指導の

充実  
   ウ 食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けることができる

指導の充実 
   エ 安全に関する情報を正しく判断し、安全を確保することができる指

導の充実 

 
（５）生徒指導の充実 

  一人一人の子どもが、豊かな生活を送ることができるよう、家庭や地

域社会及び関係機関等との連携を図りながら、心の結びつきを基調とし

た指導を行うとともに、問題行動等の未然防止、早期発見、早期対応に

努める。 

    
   ア 基本的な生活習慣や自己指導能力を育成する協同指導体制の充実 
   イ 生徒指導の機能を生かした学年・学級・ホームルーム経営の充実 
   ウ 児童理解・生徒理解に基づいた教育相談の充実 

 
 （６）キャリア教育の推進 
    一人一人の子どもが、自らの生き方を考え、社会的・職業的自立がで

きるよう、必要な基盤となる能力や態度の育成に努める。 
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   ア キャリア教育指導体制の整備・充実 
   イ 将来の生き方指導・進路指導の充実 
   ウ 児童生徒の発達段階に応じた勤労観・職業観の育成 

 
（７）特別支援教育の充実 

     発達障害を含む障害のある子どもが、障害による学習上又は生活上の

困難を主体的に改善、克服するとともに、その持てる力を最大限に発揮

して自立や社会参加ができるよう、一人一人の教育的ニーズを把握し、

適切な指導及び必要な支援に努める。 

 
    ア 校内支援体制の整備・充実 
    イ 個別の指導計画の作成と活用による指導の充実 
        ウ 個別の教育支援計画の作成と活用による関係機関と連携した支援の

充実 
    エ 交流及び共同学習の推進 

 
  （８）環境教育の推進 
     一人一人の子どもが、環境と人間のかかわりについて関心と理解を深

め、環境に対する豊かな感受性を養うことができるよう、環境保全に主

体的に取り組む態度の育成に努める。 

 
    ア 教科等間の連携を踏まえた指導の工夫 
    イ 地域の環境の実態に即した指導の工夫 
    ウ 環境にかかわる体験学習の推進 

 
  （９）国際化に対応する教育の推進 
     一人一人の子どもが、我が国や諸外国の文化と伝統について関心と理

解を深めるとともに、国際社会に貢献できるよう、国際理解教育の推進

に努める。 

 
    ア 郷土に対する愛着と誇りを涵養する教育の推進 

         イ 外国語指導助手等の活用や言語活動の工夫・充実による、外国語を

通じたコミュニケーション能力の育成 
    ウ 異なった文化や習慣をもつ人々との交流の推進 
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  （10）情報化に対応する教育の推進 

     一人一人の子どもが、情報活用能力を身に付けることができるよう、

情報モラルにかかわる指導の充実を図り、系統的・体系的な情報教育の

推進に努める。 

 
        ア 情報教育を推進する指導体制の整備・充実 

    イ 学習指導におけるコンピュータ等の適切な活用の推進 
    ウ 情報通信ネットワーク等を適切に活用した教育の推進 

 
  （11）研修の充実 
     教職の専門性を高め、教育活動の充実を図るため、計画的・積極的な

研修の推進に努める。 

 
    ア 校内研修体制の整備・充実 
    イ 学校の教育課題解決のための実践的研究の充実 
    ウ 家庭や地域社会と連携した特色ある教育活動の研究・推進  
    エ 教育要領・学習指導要領に基づく実践的研究の充実 

 
  （12）複式教育の充実 
     少人数の特性を生かし、一人一人の個性・能力の伸長を図るとともに、

社会性の育成に努める。 

 
    ア 学校運営・学級運営の創意工夫 
    イ 複式指導の充実 

 
  （13）幼稚園教育の充実 
     一人一人の「自立の態度」を育成するために、心身の発達の実情をよ

く理解し、自発的な活動を促す指導の充実に努める。 

 
    ア 調和と統一のある教育課程の編成 
    イ 実態に即した指導計画の整備 
    ウ 「自立と協同の態度」を育成する指導の工夫 
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【社会教育指導の方針と重点】 

 
 １．方 針 
   社会の変化に対応しながら、ライフステージに応じて、自己の啓発・向

上をめざし、生きがいのある人生と豊かで住みよい地域社会を実現する社

会教育の推進に努める。 

 
２．重 点 

 （１）社会教育推進体制整備の充実 

    
    ア 社会教育計画に基づく事業の展開に努める。 
    イ 社会教育施設機能の充実と活用の促進に努る。 
    ウ 社会教育関係団体等の活動の支援に努める。 

    
  （２）学校・家庭・地域の連携・協働の推進 

 
    ア 学校と地域の協働による教育活動の推進に努める。 
    イ 家庭教育支援・学習活動の充実に努める。 

        
  （３）多様な学習機会の充実 

 
    ア 青少年の豊かな人間性を育む学習活動の推進に努める。 
    イ 学習者が自発的に学習する体制整備に努める。 
    ウ 読書活動の推進に努める。 

 
  （４）多様な生涯スポーツの振興 

 
    ア 社会体育施設の整備充実及び活用促進に努める。 
    イ スポーツ・レクリエーション指導者の養成と活用促進に努める。 
    ウ スポーツ・レクリエーション活動の普及促進に努める。 
    エ スポーツ関係団体の育成と活動の推進に努める。 
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     【文化財保護行政の方針と重点】 

 
１．方 針 
  郷土に対する愛着と誇りを培い、うるおいのある町民生活を実現するため、

未来へ伝える貴重な文化財の保存・活用に努める。 

 
２．重 点 

 （１）文化財の保護・保存 

    
    ア 文化財調査や記録作成を行い、国・県及び町の文化財指定を進める。 
    イ 指定文化財の保存・修理及び防災施設等の支援に努める。 
    ウ 様々な機会・手段を通じて文化財保護思想の普及・啓発に努める。 
    エ 国指定重要文化財「南部利康霊屋」の保存管理に努める。 
    オ 国指定史跡「聖寿寺館跡」の保存管理に努める。 
    カ 国登録有形文化財「田中家住宅主屋・米蔵・門」及び「村井家住宅

主屋」の保存支援に努める。 

 
  （２）文化財の整備・活用 

 
    ア 国・県及び町指定文化財や関連施設をネットワーク化し広域的活用

を進めるとともに、情報発信に努める。 
    イ 史跡聖寿寺館跡の土地公有化事業と発掘調査事業を進め、整備と活

用に努める。 
    ウ 南部氏関連史跡の調査研究活動と多様な活用に努める。 

 
  （３） 伝統芸能・技術の継承 

 
    ア 伝統芸能の保存及び後継者の育成支援に努める。 
    イ 伝統芸能の発表機会の充実に努める。 
    ウ 子どもの伝統芸能伝承活動の推進に努める。 
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     【学校給食重点目標】 

 
（１）より安全、安心のおいしい給食を目指す。 

 
（２）栄養バランスのとれた食事内容の充実をはかる。 

 
（３）手作りの料理を心がける。 

 
  （４）伝統食、郷土食を取り入れ、季節感を大切にする。 

 
  （５）地元の産物を活用しながら、地域との連携を大切にする。 
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教育委員会事務の点検及び評価に関する事務事業一覧 

№１ 

番号 事 務 事 業 名 ページ 担当課・所

◇学校教育指導の重点との関連 

１ スクールサポーター支援員配置事業 １５ 学務課 

２ スクールカウンセラー配置事業 〃 〃 

３ 小学生国内交流事業 １６ 〃 

４ 就学指導委員会事業 〃 〃 

５ 就学援助事業 １７ 〃 

６ 学校の芸術文化活動事業 １８ 〃 

７ 学校施設管理事業 〃 〃 

８ 奨学金貸付事業 １９ 〃 

９ 特別支援教育就学奨励費補助事業 〃 〃 

１０ 中学生海外派遣事業 ２０ 〃 

１１ 語学指導外国語青年招致事業 〃 〃 

１２ 教職員研修事業 ２１ 〃 

１３ 幼稚園就園奨励費補助事業 〃 〃 

１４ 町立幼稚園 ２２ 幼稚園 

◇社会教育指導の重点との関連 

１５ 文化賞・スポーツ賞表彰 ２３ 社会教育課

１６ 成人式 〃 〃 

１７ 家庭教育セミナー ２４ 〃 

１８ 家庭教育講座（おもしろ体験教室） 〃 〃 

１９ 学校支援活動支援事業（国・県補助事業） ２５ 〃 

２０ 学校と地域ネット推進事業 〃 〃 

２１ 南部ふるさと塾 ２６ 〃 

２２ 女性学級 ２７ 〃 

２３ 読書活動推進事業 〃 〃 

２４ ふるさと“楽習”キャンプ ２８ 〃 

２５ 青年教室 〃 〃 
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                                    №２ 

番号 事 務 事 業 名 ページ 担当課・所

２６ 第１８回南部七唄七踊り全国大会 ２９ 社会教育課 

◇文化財保護行政の重点との関連 

２７ 文化財審議委員会議 ３０ 
史跡対策・ 

社会教育課 

２８ 町内文化財パトロール事業 〃 〃 

２９ 南部学研究会（数年に一度） ３１ 〃 

３０ 奥州街道の整備・活用・普及事業 ３２ 〃 

３１ 国指定重要文化財「南部利康霊屋」の保存管理・公開活用 〃 〃 

３２ 史跡「聖寿寺館跡」追加指定（平成２４年度のみ） ３３ 〃 

３３ 
史跡「聖寿寺館跡」整備基本計画策定 

（平成２４年度・２５年度のみ） 
〃 〃 

３４ 史跡「聖寿寺館跡」土地公有化事業 ３４ 〃 

３５ 史跡「聖寿寺館跡」の発掘調査 〃 〃 

３６ 史跡「聖寿寺館跡」の活用（見学・体験発掘・出前授業） ３５ 〃 

３７ 伝統芸能・技術の継承事業 ３６ 〃 

◇社会教育指導の重点との関連 

３８ 趣味の教室 ３７ 公民館 

３９ ネイルアート教室 〃 〃 

４０ アロマフィットネス講座 ３８ 〃 

４１ 英会話教室 〃 〃 

４２ ルーシーダットン教室 ３９ 〃 

４３ 絵てがみ教室 〃 〃 

４４ 第６回町民運動会 ４０ 体育館 

４５ 第７回町民歩け歩け運動大会 〃 〃 

４６ 第２８回うぐいすマラソン大会 ４１ 〃 

４７ 第３回総合優勝制スポーツ大会 ４２ 〃 

４８ ニュースポーツフェスティバル 〃 〃 

４９ ニュースポーツｉｎスクール ４３ 〃 

５０ ニュースポーツ移動教室 ４４ 〃 
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№３ 

番号 事 務 事 業 名 ページ 担当課・所

５１ 転倒・寝たきり予防教室 ４５ 
Ｂ＆Ｇ海洋

センター 

５２ 水に賢い子どもを育む年間型活動プログラム ４６ 〃 

５３ Ｂ＆Ｇ海洋体験セミナー ４７ 〃 

５４ Ｂ＆Ｇ「体験クルーズ」 ４８ 〃 

５５ Ｂ＆Ｇ会長杯三戸郡下中学校バレーボール大会 ４９ 〃 

５６ Ｂ＆Ｇスポーツ大会青森県大会 〃 〃 

５７ Ｂ＆Ｇクリーンフェスティバルｉｎなんぶ ５０ 〃 

５８ 水辺の安全教室 ５１ 〃 

５９ 初心者水泳教室 ５２ 〃 

６０ 小学校水泳教室 ５３ 〃 

６１ 第６回南部町縦断駅伝競走大会 ５４ 〃 

６２ 第２０回青森県民駅伝競走大会 ５５ 〃 

◇学校給食の重点との関連 

６３ 安全・安心な給食 ５６ 
学校給食 

センター 

６４ バランスのとれた給食 〃 〃 

６５ 手作り感ある給食 ５７ 〃 

６６ 季節感ある給食 〃 〃 

６７ 地産地消の給食 ５８ 〃 
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事務事業毎個別評価の観点 

１．事業の評価 
事務事業の実績の評価は、南部町の教育の施策に基づいて、各事務事業の担当者が

事務事業評価表を作成することにより行われます。評価の基準となる項目は、計画

性・効率性・効果性・妥当性の４項目で検討され、次表の３段階で評価します。 

 

・計画性：事業を必要とする社会的ニーズ、事業の進捗状況および終期の設定など

事務事業が計画的に取り組まれているかを評価します。 

・効率性：コストの節減効果、一人当たりの事業費の高低、類似事業との比較など 

により効率性を評価します。 

・効果性：総合計画実現への効果、目標とする成果に対する達成度を、経年的に把

握することや、事業に対する町民のニーズ、計画段階からの町民参画、

町民との協働など、町民の視点に立った事業となっているかを評価しま

す。 

・妥当性：町が実施主体になるべき事業か、他の事業と併せて実施することができ

ないかなど、事務事業実施の妥当性を評価します。 

 

項  目 目標達成度 効果性に対し 

評 価 が 高 い 事 業 ◎（期待どおり） ８０％以上 

評価が中位の事業 ○（ほ ぼ 達 成） ６０～８０％ 

評 価 が 低 い 事 業 △（期 待 以 下） ６０％以上 

 

２．総合評価 
  総合評価は、１の「事業の評価」を踏まえ事務事業毎に今後の方向性を検討してい

ます。  

拡   充 
対象の拡大や手段の充実により事業を拡充し、さらに

成果の向上を図る。 
Ａ 

継   続 
現状の状態で成果があがっているため、効率化に努め

ながら事業を継続する。 
Ｂ 

改善・縮小 
対象や手段の変更、手段の絞り込み等により見直しを

図り、事業の適性化・コスト削減また成果の向上を図る。 
Ｃ 

統 合 あ る い は 

休止・廃止 

事業目的の意義の低下または社会情勢の変化により、

事業を一時的に中断・廃止するもの。または、目的が関

連・類似する他の事業への整理・統合するもの。 

Ｄ 



 
事 務 事 業 毎 個 別 評 価 表 
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≪ 学校教育指導の方針と重点 ≫                   学務課関係No.１ 

スクールサポーター支援員配置事業 事業の評価  ◎ 

                   学校教育指導の重点との関連２－（１） 総合評価   Ａ 

概 
要 

教育上特別な支援を必要とする、あるいは不安を抱える児童生徒に対し、学校生活上の支援や学習活動上

の支援、相談活動などを行う支援員を小・中学校に配置する。 

実 
績 

小中学校の通常学級に在籍する多動傾向や介助を必要とする児童生徒に、学級担任教諭を支援する目的と

して配置した。なお、各校１名ずつ配置し、１名あたり年間で９５０時間程度の勤務とした。    

 

配置校 全１２校 （各１名） 

 

事業費 

 

小学校配置８名 ８，９７４千円 

中学校配置４名 ４，５２８千円 

合   計 １３，５０２千円 

                     

成 
果 

学級担任教諭を支援することにより、児童生徒が授業に集中でき、目の行き届いた指導を行うことが出来

た。 

評価

と方

向性 

教育上特別な支援を必要とする、あるいは不安を抱える児童生徒への支援の必要性が高まってきている。

そのため、学校規模やニーズに応じた支援員の配置人数についても検討する必要がある。 

 

 

スクールカウンセラー配置事業 事業の評価   ◎ 

学校教育指導の重点との関連２－（１）（５） 総合評価    Ｂ 

概

要 

学校における教育相談体制の充実や教諭の資質向上を図るため、臨床心理に関して高度で専門的な知識及

び経験を有するスクールカウンセラーを配置する。（県の事業） 

実

績 

児童生徒へのカウンセリング、教諭及び保護者に対するカウンセリング等（指導方針や子育てに関する 

ことなど）助言・援助を行った。 

 

配 置 校 南部中・福地中・向小 

配置時間 ３２０時間／年間 

事 業 費 県費負担 
 

成

果 

児童生徒にアンケート方式で相談活動を実施、効率的なカウンセリングができた。 

評価

と方

向性 

学期の始めに児童生徒へ相談カードを配布するなど、問題が起こる前の自主的な来談や教諭からの勧めを

促すことにより、予防的な相談活動を重点的に行ったため、欠席者や不登校者の減少につながった。 

校内研修等によるスクールカウンセラーの活用が効果的であったため、集団でのカウンセリング（グルー

プエンカウンター）の機会も多く設けていく必要がある。また、カウンセラーの活動の環境づくり、児童生

徒の相談できる雰囲気づくり、保護者も受ける体制づくりも必要である。 

 



 
事 務 事 業 毎 個 別 評 価 表 
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≪ 学校教育指導の方針と重点 ≫                   学務課関係No.２ 

小学生国内交流事業 事業の評価   ◎ 

学校教育指導の重点との関連２－（１）（２）（３） 総合評価   Ｂ 

概 
要 

南部氏の縁に結ばれた山梨県南部町の児童との交流を通して、ふるさとの歴史や自然等について、理解を

深めるとともに、新しい時代の主役となる児童の友情や愛郷心を育むことを目的とする。 

実 
績 

 山梨県南部町の児童が来町し、相互の児童で聖寿寺館跡で発掘体験をし、ゲームやバーベキュー等を行い

児童の交流を深め、劇団やませの方から南部の昔話を聞くなど当南部町の歴史についての理解を深めた。 

 

実 施 時 期 ７/２４～７/２６ 

当町参加児童 ３９名（５・６学年）山梨県南部町参加児童 ３０名 

事 業 費 ３９９千円 

当町参加者負担金 ３千円／名（一般会計の雑入１１７千円） 
 

成 
果 

両町合わせて６９名の児童たちの友情が芽生えた。 

両町の歴史的なつながりや互いの町について、学習教室や発掘体験を通して知ることができ、児童の愛郷

心や探究心が育まれた。 

 

評価

と方

向性 

両町の歴史的なつながりを理解し、また愛郷心を育むことのできる事業であるため、今後も継続の予定で

ある。 

 

就学指導委員会事業 事業の評価  ◎ 

学校教育指導の重点との関連２－（１）（７） 総合評価   Ｂ 

概 
要 

幼児及び児童生徒について、専門的調査や検査を行って、就学期間等の適切な教育措置についての判断を

行う。特別の支援を要する幼児及び児童生徒の就学に係る教育相談を実施する。 

実 
績 

 

○ 判定件数   

幼児  １１件 

児童  １０件 

    生徒   ６件 

成 
果 

 幼児及び児童生徒の検査結果により、特別の支援を要する者の保護者に対して専門的な判断をすることが

できた。 

 

評価

と方

向性 

保育園、幼稚園、小・中学校からの相談について、専門的な調査・検査を行って、各学校において保護者

等への就学指導・相談業務を円滑に実施する。 



 
事 務 事 業 毎 個 別 評 価 表 

17 
 

≪ 学校教育指導の方針と重点 ≫                   学務課関係No.３ 

就学援助事業 事業の評価  ◎ 

学校教育指導の重点との関連２－（１） 総合評価    B 

概 
要 

 児童生徒に対し、学用品費・修学旅行費、給食費等を援助し、義務教育の円滑な実施を図る。 

H24年度 認定基準 

 

○ 要 保 護：生活保護受給者 

○ 準要保護：次のいずれかの措置を受けた者で、前年度の所得が生活保護基準額の 1.1 倍以下の世帯に属

する者 

 

１．生活保護受給停止または廃止          ２．世帯全員が市町村民税非課税世帯 

  ３．世帯全員が市町村民税の全額減免        ３．世帯全員が国民年金保険料を全額免除 

  ５．国民健康保険料(税)全額減免または徴収猶予    ６．児童扶養手当の全額受給 

  ７．世帯の経済状態が悪く、学校納付金の支払いが困難（収入指数1.1倍以下） 

 

実 
績 

 

○ 要保護児童生徒 

 

認定者数 小学生 ８名 中学生 ３名 

事 業 費  －   － 

  

 ※要保護児童生徒の、援助対象は修学旅行費のみであるが、H24 年度は対象児童生徒がいなかったため、

事業費が0円となった。 

 

○ 準要保護児童生徒 

 

認定者数 小学生 ９０名 中学生 ８１名 

事 業 費 ６，３１８千円 ８，７３０千円 

  

※準要保護児童生徒に係る事業費の１/２以内で国庫補助金あり 

 

成 
果 

経済的理由により就学困難と認められる児童生徒の保護者に対して、必要な援助を行うことにより、義務

教育の円滑な実施を図ることができた。 

評価

と方

向性 

義務教育の円滑な実施を図るために、今後も継続して実施していく。 
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≪ 学校教育指導の方針と重点 ≫                   学務課関係No.４ 

学校の芸術文化活動事業 事業の評価  ○ 

学校教育指導の重点との関連２－（３）（９） 総合評価   Ｂ 

概

要 

文化庁の事業として実施されている「次代を担う子どもの文化芸術体験事業（巡回公演事業・派遣事業）」

を活用し、小中学校から希望を募り実施する。 

本事業のうち派遣事業は、文化庁からの照会に対して、学校が事業内容を企画して・応募し、審査の結果

により実施されるものである。 

実

績 

○ 巡回公演事業 

  ミュージカル「オズの魔法使い」：劇団ポプラ （南部小学校９/１６・福地小学校１/１０） 

○ 派遣事業 

  茶道（福地小学校）       １０/２５ ・ １１/８ ・ ２/７      １０９千円 

  えんぶり（杉沢小学校）   １２/７   ・ １/２５               ７０千円 

成

果 

茶道や伝統芸能であるえんぶりの指導を受けたことや文化芸術団体の公演を鑑賞したことで、児童が文化

芸術と接することが出来たことにより、感性を養い、創造性を育むことができた。 

また、地域の伝統芸能のえんぶりを体験したことで、地域への関心や郷土愛が深まった。 

評価

と方

向性 

文化庁の事業であるが、児童が文化芸術と接する機会を得ることができるため、今後もさらに体験する機

会を作っていく必要がある。 

 

学校施設管理事業 事業の評価  ◎ 

学校教育指導の重点との関連２－（３） 総合評価   Ａ 

概 
要 

幼稚園、小・中学校の学校施設を良好に維持していくために、施設管理業務、維持補修及び改修工事を実

施し、健全な学校生活環境の整備を行う。 

実 
績 

  

○ 小中学校の修繕、施設整備工事及び廃校施設等の解体工事を実施した。 

 ・施設修繕   ３，０８０千円（小中学校１２校の施設修繕） 

  ・施設整備  １２，１６９千円（向小学校プール塗装工事ほか９件） 

 ・施設解体  ３０，９０６千円（旧剣吉中学校、相内教員住宅解体工事） 

 

 

成 
果 

計画した小中学校の修繕及び管理業務の他、施設整備工事を施工し学校の環境整備が図られた。 

評価

と方

向性 

施設の老朽化により必要な修繕・維持工事を実施しているが、今後も利便性向上のため修繕・維持工事を

行っていく必要がある。築２５年以上経過した学校施設については、部分的補修ではなく、施設の全面改修

工事の実施を検討する必要がある。 

また、非構造部材の耐震診断点検を実施し、地震時の安全対策を図る必要がある。 
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≪ 学校教育指導の方針と重点 ≫                   学務課関係No.５ 

奨学金貸付事業 事業の評価  ◎ 

学校教育指導の重点との関連 ２－（６） 総合評価   Ｂ 

概 
要 

町内に住所を有する者の子で、高等学校以上の学校に在学し、勉学の意欲を有し、心身共に健康で、かつ

経済上の理由で就学が困難と認められる者に対し、就学に必要な資金を貸し付けることにより有能な人材の

育成に努める。 

実 
績 

 

○ 貸付状況  新規採用者 ２７名 

○ 平成２４年度実績 

貸付人数：６９名 
高等学校 １０名・専門学校 １１名 

短期大学   ５名・大学   ４３名 

貸 付 総 額 ３０，７２２千円 

返 還滞納状 況 
一般会計：２２名  ５，８８１千円 

奨学基金：１５名  ４，０８７千円 
 

成 
果 

将来を担う生徒が就学するための手助けとなった。 

評価

と方

向性 

経済上の理由から就学のための資金を必要としている者への貸付として、事業の継続が必要である。 

現在は、貸付の決定は採用基準により実施している。 

今後、貸付事業を継続していくための資金を確保する必要があることから、採用基準の検討や返還滞納者

へ働きかけを継続する。 

 

特別支援教育就学奨励費補助事業 事業の評価  ◎ 

学校教育指導の重点との関連２－（７） 総合評価   B 

概

要 
小・中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒の世帯の所得に応じて、学用品費・給食費等の補助を行う。

実

績 

 

○ 特別支援学級 

認定者数 小学生 ６名 中学生 ５名 

事 業 費 １９１千円 ２９７千円 

 

※事業費の１/２以内で国庫補助金あり 

 

成

果 
特別支援学級に在籍する児童生徒を持つ保護者の経済的負担を軽減できた。 

評価

と方

向性 

特別支援学級に在籍している児童生徒の保護者の経済的負担や心の負担の軽減できる事業であるため、今

後も継続していく。 

将来を担う児童生徒が就学するための手助けとなった。 

 



 
事 務 事 業 毎 個 別 評 価 表 

20 
 

≪ 学校教育指導の方針と重点 ≫                   学務課関係No.６ 

中学生海外派遣事業 事業の評価   ○ 

学校教育指導の重点との関連 ２－（９） 総合評価    Ｂ 

概

要 

研修テーマは、「一歩前進～感謝の心・代表としての自覚と責任～」を心に刻み、海外の歴史や文化・産業

等の視察や現地の学生と交流を行う。また、ホームステイの体験を通して自主自立の目覚め、日々の学習意

欲の向上を促す。 

実

績 

 町内４中学校の2学年から参加生徒を選抜し、6泊8日の日程でアメリカ合衆国ハワイ州に派遣した。 

 現地では、ホームステイや体験型語学研修として学生と交流を図った。 

 

派 遣 期 間 ７/２６～８/２ 

募 集 人 員 ４０名  

参加生徒数 ３３名 

事 業 費 １１，１３１千円 

参加者負担金 ９０千円／名 （一般会計の雑入 ２，９７０千円） 
 

成

果 

多感な時期に海外を訪問することにより、広い視野を持ち、各学校のリーダーとしての意識を持ち、積極

的に学校内外の活動に取り組む姿勢等が伺えた。 

 

評価

と方

向性 

参加することにより積極性が育まれ、リーダーとなっている。町内の４中学校の生徒が交流する貴重な機

会となる。 

平成２５年度からは、生徒数の減少等により、事業の内容について見直しを行う。 

 

語学指導外国語青年招致事業 事業の評価  ◎ 

学校教育指導の重点との関連 ２－（９） 総合評価   Ｂ 

概 
要 

英語を母国語とする外国語指導助手が児童生徒の身近にいることにより、英語能力の向上及び興味・関心

を持つことが期待されている。 

実 
績 

 町内の各地区に１名ずつ計３名を幼稚園・小中学校の英語指導の助手として配置した。 

 

 幼稚園では、月２回程度園児が英語に慣れるよう、発音練習や英語の唄を歌う等の指導を行った。 

 小中学校へは毎週訪問し、授業のほか、英会話スピーチコンテスト、中学生海外派遣事業の英会話指導を

行った。 

 

成 
果 

外国語指導助手の活用により、授業の資質の向上や児童生徒の学力向上、また幼稚園の英語教育の指導体

制の充実が図られた。 

 

評価

と方

向性 

平成２５年８月から、外国語指導助手が２名体制となるため、各学校での英語指導時間等の調整が必要と

なる。今までのように英語指導の充実が図られるよう努力する必要がある。 
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≪ 学校教育指導の方針と重点 ≫                   学務課関係No.７ 

教職員研修事業 事業の評価  － 

学校教育指導の重点との関連２－（１１） 総合評価   － 

概

要 

教職員の新採用者に対して、南部町の教育課程・文化歴史等について理解を深めてもらうことを目的に実

施する。 

南部町の歴史、文化、各種事業の内容を理解し、教職員の認識向上を図り学習指導に取り入れている。 

 

実

績 

 平成２４年度は、新採用者がいないため実施なし。 

 

 平成２３年度も実施なし。 

 

 平成２０年度までは、新任者も研修対象としていたが、平成２１年度からは対象外としている。 

成

果 
―  

評価

と方

向性 

児童生徒の学習に役立つような研修内容（文化・歴史）になるよう、受講者の声・意見を聞きながら今後

のステップアップを図るよう内容を充実させていく。 

 

 

幼稚園就園奨励費補助事業 事業の評価  ◎ 

学校教育指導の重点との関連２－（１３） 総合評価   B 

概

要 

幼稚園教育の推進を図るため、また、就園児の保護者の経済的負担を軽減するため、世帯の所得に応じて、

町立幼稚園は保育料の減免をし、私立幼稚園には補助金を交付している。 

実

績 

 

○ 町立幼稚園 

対象者数 ７名 

事 業 費 １２６千円 

 

○ 私立幼稚園  

幼稚園名 
あかね幼稚園、いずみ幼稚園、紫苑幼稚園 

いちい幼稚園、松の丸幼稚園、高館幼稚園 

対象者数 ４２名  

事 業 費 ４，５７１千円 

  

成

果 
幼稚園に就園する園児の保護者の経済的負担を軽減することができた。 

評価

と方

向性 

今後も、幼稚園に就園している園児の保護者の経済的負担が軽減できる事業であるため、今後も継続して

いく。 
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≪ 学校教育指導の方針と重点 ≫                   学務課関係No.８ 

町立幼稚園 事業の評価  ○ 

学校教育指導の重点との関連２－（１３） 総合評価    A 

概

要 

・名川幼稚園入園者数：３歳児 １２名 ・ ４歳児 １７名 ・ ５歳児 １５名  合計 ４４名 

・南部幼稚園入園者数：３歳児  ０名 ・ ４歳児  ７名 ・ ５歳児  ７名  合計 １４名 

実

績 

 

○名川幼稚園 

  ①教育目標  げんきにたのしくあそぶこども 

②教育課程  基本的な生活習慣を定着させ、自立の基礎を培う。 

幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続について園内研修を実施した。 

  ③学校行事  ５/ ３  春祭り・１/１７ ボランティア祭り・ １/１８ いちご狩り 

１/２９ 小学校訪問  その他、夕涼み会、運動会等に小学生を招待する。 

○ 南部幼稚園 

 ①教育目標  心豊かでたくましいこども 

 ②教育課程  幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続のあり方について研究計画をたて実施した。 

 ③学校行事  ５/７  春の自然散策・１１/１ 焼きいも会（南部小５年生を招待） 

        ２/１８ 南部小学校探検 

 

・遊具・用具  室内：積み木、ブロック、ままごと、縄跳び、ボール 他 

         室外：ブランコ、滑り台、雲梯、砂場 他 

・安全管理   避難訓令（地震、火事、不審者） ・交通安全指導 

・特別支援教育 教育相談や関係機関と連携し、随時実施した。 

・研  修   三八幼稚園研究会研修 年２回、弘前大学教育学部付属幼稚園公開研究会 年１回 

         国公立幼稚園研究大会 年１回、幼小連携研修会、小学校事業参観  他 

・保護者との連携  園だより・個人面談・参観日・父母会の各種行事 他 

成

果 

恵まれた教育環境を有効活用し、豊かな体験を通して生きる力の基礎を培うことができた。 

幼小連携部会の研修に参加し、小学校との連携を深めた。 

園児と小学生の３回にわたる交流により、信頼感やあこがれの気持ちが芽生え向上心が育った。 

 

 

評価

と方

向性 

創造性や言語能力の向上を目指し、自発的な遊びを通し総合的な指導から一人ひとりの発達の特性に応じ

た指導に努める。 

限られた職員数の中で保育内容をいかに充実させていくかが課題である。 

幼稚園卒園生との再会や遠足で知り合った小学生との交流を通して、就学への不安が払拭され、小学校へ

のスムーズな移行ができたので、今後も継続する。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫                社会教育課関係No.１ 

文化賞・スポーツ賞表彰 事業の評価   ◎ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（１） 総合評価    Ａ 

概

要 
町の文化向上に貢献した者、町の体育・スポーツ振興発展に功績があった者を表彰 

実

績 

○ 開 催 日 ２/１６ 

○ 開催場所 中央公民館 

○ 事 業 費 １３５千円 

文 化 功 労 賞 該当なし 

文 化 賞 ２４名 

文 化 奨 励 賞 １団体、２６名  

スポーツ功労賞 該当なし 

ス ポ ー ツ 賞 ２９名 

スポーツ奨励賞 ３５名 
 

成

果 
文化の向上、体育・スポーツ振興に功績のあった方々を表彰した。 

評価

と方

向性 

町民の模範とみられる功績があった方々への賞であることと、受賞者には今後の励みとなることから継続

する。 

 

成人式 事業の評価  ◎ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（１） 総合評価   Ａ 

概 
要 

成人式の開催 

実 
績 

○ 開 催 日 １/１３ 

○ 開催場所 町民ホール（楽楽ホール） 

○ 事 業 費 ４０８千円 

○ 事業内容 式典、アトラクション（実行委員会が企画）、記念写真の贈呈 

対 象 者 ２４６名  

参 加 者 数 ２０２名 （８２．１％） 

実 行 委 員 会 ４回 
 

成 
果 

町連合青年団及び成人式実行委員会の協力・連携により円滑な式典の進行が図られた。 

評価

と方

向性 

 今後はアトラクション部分を町連合青年団に担ってもらい、新成人との関わりを持ちながら活動の場を広

げられるよう拡大・充実を図る。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫                社会教育課関係No.２ 

家庭教育セミナー 事業の評価  ○ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（２） 総合評価   Ａ 

概 
要 

幼児期における心身の発達と子育てのあり方等に関する講座 

実 
績 

  

○ 町内乳幼児施設の要望に対応し講座を開催した。 

参加者数 １２６名 

開催回数 ３回 

開催場所 

南部幼稚園  ５月  親子ふれあい体操 

なんぶ保育園 ７月  親子ふれあい体操 

名川幼稚園 １０月  親子ふれあい体操 

事 業 費 － 円 

   

成 
果 

乳幼児施設の参観日等、保護者の集まる機会を利用し開催。様々な形態で行なう簡単な運動により、親子

のふれあいが持たれ充実した内容となった。 

評価

と方

向性 

幼児期における心身の発達と子育てのありかたを学ぶ機会となった。 

参加者のアンケートによると概ね好評であり、もっと多くの開催を希望する。 

内容については良く、参加して非常に有意義であったとの意見が寄せられた。 

保護者の子育てに関する資質と能力の向上を図るうえで重要であるため、今後も継続していく。 

 

 

家庭教育講座（おもしろ体験教室） 事業の評価   ○ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（２） 総合評価    Ｂ 

概

要 
親子でのいろいろな体験活動によるコミュニケーションやふれあいの時間を作るための講座 

実

績 

 

○ 親子での参加による体験活動型の講座を開催した。 

参加者数 ７０名 

開催回数 ３回 

開催場所 中央公民館等 

講座内容 ７月：ジェルキャンドルづくり、ピザづくり １０月：海釣り 

事 業 費 １０千円 
 

成

果 

５回開催予定であったが、星空観望会、茶道教室は天候や講師の都合により中止。親子参加による体験活

動型の講座はこれまで行われなかった。一つのことを協力して行うことは、家族の絆つくりの一助となった。

評価

と方

向性 

親、または祖父母との参加による事業であったが、事業の目的は達成できた。 

今後は、内容、開催日などを検討し、継続したい。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫                 社会教育課関係No.３ 

学校支援活動推進事業（国・県補助事業） 事業の評価  ◎ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（２） 総合評価   Ａ 

概 
要 

地域住民が、積極的に学校を支援し、地域の教育力の向上を図ることを目的した事業 

実 
績 

 

○ 学校の要望に応じ、ボランティアを募集し、活動する。 

会 議 学校支援コーディネーター会議（７回） 

コーディネーター １０名 

開 催 場 所 町内小・中学校(１２校) 

事 業 費 １，２２７千円 
 

成 
果 

校外活動の見守りや草刈などの環境整備、学校図書室の本の整理や台帳整備、調理実習の補助など教諭の

手の届かない部分を補った。教諭の子どもへ向き合う時間が増えた。 

 

評価

と方

向性 

コーディネーター会議では、ボランティア活動をする方々の表情が明るく、自らの意思での活動が満足感

をさらに高めているようだとの意見があった。今後、コーディネーターへの補助金はなくなる方向だが、そ

れに替わるものを見出す必要がある。 

 

 

学校と地域ネット推進事業 事業の評価  ○ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（２） 総合評価   Ｂ 

概

要 

小・中学校の要望に応じて、各分野の専門家、愛好家に学校教育活動に講師として参加してもらい、児童・

生徒の基礎的事項の定着を図り、地域に対する愛着の心を育むことを目的にした事業 

 

実

績 

 

○ 学校の要望に応じた講師（ゲストティーチャー）を派遣した。 

  対 象 者 児童、生徒、一般 

講 師 ２７名 

開催回数 ７８回 

開催場所 小・中学校 

事 業 費 １３４千円 
 

成

果 

学校からは教育効果の向上が図られたと好評であった。 

評価

と方

向性 

地域の文化・歴史等に精通している方々の登用や、地元のスポーツ指導者を活用した教育は、学校教育・

社会教育ともに学習についての効果が大きいため、今後も事業を継続していく。 



 

事 務 事 業 毎 個 別 評 価 表 

26 
 

≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫                   社会教育関係No.４ 

南部ふるさと塾 事業の評価  ◎ 

社会教育指導の方針と重点との関連 ２－（３） 総合評価  Ａ 

概 
要 

南部藩発祥の地と云われる南部町には、南部地方の政治・経済・文化の中心地であったことから南部氏に

関わる城館跡や文化財・伝承が数多く残っている。 
この歴史的な魅力あふれる地域性を学習する場を提供することが目的。 
平成24年度は、南部氏中興の祖南部信直を支え、剣吉城主北信愛（1523～1613）の没後400年記念とし

て、北信愛や中世南部氏に関する研究者を講師として招いた。 

実 
績 

 

○ アウトドア編 

第1弾 移動講座 in盛岡     ９/１  

参加者：４３名 南部藩ゆかりの史跡・博物館等を巡る。 

第2弾 奥州街道ウォーク   １０/１３  

 参加者：１４名 街道沿いの文化財を巡り南部町の歴史を学ぶ 

 

○ 歴史講演編『剣吉城主北信愛没後400年記念シリーズ』 

対象：町民及び周辺市町村民（年齢問わず） 

第1回 岩手大学名誉教授 細井計氏『南部信直と北信愛』    １０/２７ 

参加者：１１０名 会場：ふれあい交流プラザ 

第2回 北氏第３９代当主 北敏昭氏『四百年の時空を越えて』     １２/８ 

参加者：１０１名 会場：剣吉公民館 

第3回 南部町歴史研究会顧問 金澤啓三郎氏『剣吉城主北信愛』   １/１９ 

参加者： ８０名 会場：剣吉公民館 

第4回 八幡平市博物館長 矢萩昭二氏『もう一つの北氏』         ２/２ 

参加者： ９０名 会場：剣吉公民館 

第5回 南部氏関連城館整備検討委員 佐藤仁氏 （講師の都合により中止） 

 

○ 事業費 １２０千円 

 

成

果 

今年度実施したアンケートでは、およそ80％がリピーターだったが、20％の新規参加者があり、新規参加

者の開拓に成果が認められた。 

町外の参加者に対し、町をＰＲすることができた。 

評価

と方

向性 

八戸、さらに遠方からの参加者もあった。 

これまで、歴史というものは経済効果が少ないと考えられがちであったが、企画と周知の仕方で

は十分に集客力が期待できる分野であると考えられ、町おこしや観光の目玉としてもＰＲしていく

ことが必要で、講座を充実させていきたい。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫                 社会教育課関係No.５ 

女性学級 事業の評価  ○ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（３） 総合評価   Ｂ 

概 
要 

広く教養を身につけ、かしこく生きる女性のための講座 

実 
績 

 

○ 講座内容 ・ ７月：女性の生き方や実践について 

    ・１０月：町政について（町長と語る） 

    ・ １月：ルーシーダットン教室  

・ ３月：郷土料理教室   

参加者数 ９２名 

開催回数 ４回 

開催場所 南部中央公民館 

事 業 費 １０千円 
 

成 
果 

女性の地域における社会連携意識の確立や形成、資質・能力の向上にむけて、事業を行った。 

町連合婦人会が主体となり、講座の計画、運営を行った。 

評価

と方

向性 

 一般参加者を募っての講座であるが、婦人会以外の参加者は少ない。周知不足もあるが、ニーズが的確に

とらえられていないため、今後は、講座の企画方法及び募集方法等を再考し、内容の充実を図るため、企画

委員会を組織したい。 

 

読書活動推進事業 事業の評価  ◎ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（３） 総合評価   Ａ 

概

要 
読み聞かせの技術を習得するなど、読書団体の育成を目的にした事業 

実

績 

 

○ おはなし会の開催   

参 加 者 数 ８４名 

開 催 回 数 １２回（毎月第４日曜日） 

開 催 場 所 名川中学校図書室１階 

町内読書団体 福地おはなしの会、ハーフルライブラリー、なんぶお話しの会 

事 業 費 ５６千円 
 

成

果 
１２月の合同おはなし会では参加人数が増加し、参加者の交流が見られた。 

評価

と方

向性 

読み聞かせへの町民の意識の高まりが見られたので今後も拡大継続していく。あわせて町内読書団体の育

成を図る。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫                 社会教育課関係No.６ 

ふるさと“楽習”キャンプ 事業の評価  ○ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（３） 総合評価   Ａ 

概 
要 

ふるさとの自然を体感し、世代間の交流を深め、豊かな人間性を育むことを目的に行う野外活動 

実 
績 

 

○ 活動内容  共同生活、野外炊事、ジェルキャンドルづくり、ドラム缶風呂 

流しソーメンづくり、カヌー、清掃活動 

参加者数 １５名（小学校５～６年生） 

開催回数 ３日 

開 催 日 ７/２１～７/２２ 

開催場所 名川チェリリン村他 

事 業 費 ４５千円 
 

成 
果 

野外でのテント生活やドラム缶風呂など、日頃体験できないプログラムで行い、同世代や地域の方々と交

流が図られ、社会性や自主性を養う機会となった。 

評価

と方

向性 

子どもたちの感想文から、体験活動の楽しさが伺えた。さらに、地域の多くの人たちとふれあうことで、

子どもに豊かな人間性を育む機会を与えるとともに、地域の教育力向上が期待できるので事業の拡大充実が

望まれる。 

 

青年教室 事業の評価  ○ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（３） 総合評価   Ｂ 

概

要 
社会生活における自己の役割と責任の自覚を養う講座 

実

績 

 

参加者数 延べ１００名 

開催回数 ９回 

講座内容 

開 催 日 

ネイルアート教室 ５回：６/２１・６/２８・７/５・７/１２・７/１９ 

パ ソコン教 室 ３回：１０/２９・１１/１９・１２/２７ 

そ ば料理教 室 １回：１２/１５ 

開催場所 南部公民館 

事 業 費 １０千円 

  

成

果 

パソコン教室で作成したスライドを成人式で発表した。ネイルアート教室は、興味、関心が高くて参加者

には好評であった。 

評価

と方

向性 

興味関心の多様化により、近年、青年を対象にした教室の開催が難しくなっている。成人式の実行委員会

など青年が集まる機会を利用し教室を開催した。今後は、町の青年組織の情報を得ながら、時期や内容など

青年のニーズに合うものにし、お互いの誘い合いなどにより参加者の増加を図りたい。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫                 社会教育課関係No.７ 

第１８回南部七唄七踊り全国大会 事業の評価  ◎ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（３） 総合評価   Ａ 

概 
要 

南部七唄七踊りの啓発、普及、後継者を育成することを目的にした事業 

実 
績 
 

 

○ 開 催 日  ９/２３ 

○ 開催場所  町民ホール（楽楽ホール） 

○ 実行委員会  年４回行い、内容を協議し、大会を開催した。 

出場者数 

七唄小学生の部     ７名    

七唄中・高生の部   １０名  

七踊り子どもの部   ２６名 

七踊り大人の部    ３９名 

事 業 費 ２，９００千円（町補助金） 
 

成 
果 

 多くの観客が会場に詰めかけたことから、地域に愛されている郷土芸能であることが伺い知れた。 

七唄の出場者が少しずつ増えていることは、公民館で行なわれている子ども教室の効果と考える。 

評価

と方

向性 

南部七唄七踊りは町の文化財にも指定され、多くの方々に愛されているため、今後も継続していく。 
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≪ 文化財保護行政の方針と重点 ≫                史跡対策室関係No.１ 

文化財審議委員会議 事業の評価  ○ 

文化財保護行政の方針と重点との関連 ４－（１） 総合評価  Ｂ 

概 
要 

文化財審議委員会議の開催 

文化財審議委員による町指定文化財候補物件の調査、文化財の指定 

実 
績 

 

会 議の開催 日  ６/２８ ・ ２/２７  委員５名出席 

聖寿寺館跡視察 ６/２８ ・１１/１６  委員５名出席 

三八地区文化財保護研究集会 
１０/１８        委員４名出席 

会場：新郷村川代ものづくり学校他  

事 業 費 １６１千円 
 

成 
果 

文化財審議委員会議を開催し、町指定文化財候補物件の調査を行った。 

評価

と方

向性 

町指定文化財の候補物件は平成２４年度時点で１５件あり、早期に調査し指定していく必要がある。 

 

町内文化財パトロール事業 事業の評価  ○ 

文化財保護行政の方針と重点との関連 ４－（１） 総合評価  Ｂ 

概 
要 

町内に所在する文化財について、パトロールを通して現状を把握し保護活動に努める。 

実 
績 

 

主な業務 

遺跡の範囲変更及び新規遺跡の登録 

土地開発等による埋蔵文化財の破壊や盗掘の有無の確認 

文化財・埋蔵文化財の現状を、踏査・情報収集により把握 

パトロール件数 

２１カ所 

国指定１カ所、県指定２カ所、町指定３カ所、 

埋蔵文化財１４遺跡、その他１カ所 

実 施 日 通年 

事 業 費 ― 円 

 

 

成 
果 

文化財・埋蔵文化財の現状を、踏査・情報収集により把握することができた。 

評価

と方

向性 

文化財・埋蔵文化財の保護には必要不可欠な事業であり、今後も継続してパトロールを実施する必要があ

る。 
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≪ 文化財保護行政の方針と重点 ≫                史跡対策室関係No.２ 

南部学研究会（数年に一度） 事業の評価  ◎ 

  文化財保護行政の方針と重点との関連４－（２） 総合評価  Ａ 

概 
要 

南部町で開催した初の歴史シンポジウム。 

数年に一度、町民や県内外の人々を対象とし、 新の研究成果・発掘成果を通じて、全国に情報を発信す

ることを目的とする。 

実 
績 

 
○ 第１回南部学研究会開催 
 

開 催 日 ３/１７    ９：４５～１６：００ 

開催場所 町立町民ホール「楽楽ホール」 

記念講演 

講師  齋藤利男氏（弘前大学教育学部教授） 

「中世北奥南部氏の謎を探る －“北方の雄”三戸南部氏と“北の鎌

倉”本三戸城－」 

  ・研究発表１ 永井 治（南部町教育委員会） 

  ・研究発表２ 布施和洋（南部町教育委員会） 

  ・研究発表３ 榊原滋高氏（五所川原市教育委員会） 

  ・研究発表４ 工藤竹久氏（八戸市博物館長） 

  ・研究発表５ 関  豊氏（二戸市埋蔵文化財センター所長） 

  ・コーディネーター 三浦圭介氏（北里大学非常勤講師） 

   シンポジウム「聖寿寺館炎上以前の南部氏の実像」 

対 象 者 町民及び周辺市町村民（年齢問わず） 

参 加 者 ４００名 

周知方法 
町広報、ポスター掲示、町内放送、新聞記事掲載、ＮＨＫラジオ放送、

インターネット新聞、Yahooニュース地方欄トップ記事への掲載 

事 業 費 １，０４８千円（内 ５００千円を青森県町村会より助成） 

 
 ※昼食時間帯に郷土料理せんべい汁を無料配布。 

アトラクション郷土芸能『南部七唄七踊り』の披露 
 

※後援：青森県教育委員会・青森県史跡整備市町村協議会・青森県考古学会・南部町歴史研究会・ 

南部町商工会・南部町観光協会・達者村づくり委員会・ＮＨＫ青森放送局・青森放送株式会社・

株式会社青森テレビ・青森朝日放送株式会社・東奥日報社・デーリー東北新聞社 

成 
果 

町民ホールの定員を超える400名の来場者を得た。 
町内や八戸市内からの参加者が多かった（約70%弱） 

評価

と方

向性 

南部町や南部藩発祥の地としての歴史、史跡聖寿寺館跡や周辺の文化財、これらに関連する歴史企画への

需要は高いものと考えられ、企画の仕方では十分に集客力が期待できる分野であることがわかった。 

参加者の多くの方から第２回目の開催を望む声があった。今後も内容の充実に努め継続開催していく。 
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≪ 文化財保護行政の方針と重点 ≫                史跡対策室関係No.３ 

奥州街道の整備・活用・普及事業 事業の評価  ○ 

文化財保護行政の方針と重点との関連 ４－（１） 総合評価  Ｂ 

概 
要 

南部町には、江戸時代に定められた五街道のひとつである「奥州街道」が南北に縦断している。 

年２～３回、奥州街道の刈り払いを行い、管理・整備している。また、町の歴史を楽しく学ぶ奥州街道ウ

ォークも実施し、活用・普及している。 

実 
績 

 

奥州街道刈り払い ７/３０・９/２６・９/２７ 

奥州街道ウォーク 
１０/ ７ 参加者３２名  向小学校６年生対象 
１０/１３ 参加者１４名  一般対象 

事業費 ― 円 

※手作りパンフレットの作成・設置 

成 
果 

奥州街道沿いには数多くの文化財があり、街道を歩いて町の歴史を楽しく学ぶことは、一般の方はもとよ

り児童にとっても新鮮に映ったようである。奥州街道についての問い合わせは年間を通して一定量あり、今

年度は手作りパンフレットを社会教育課に設置した。 

評価

と方

向性 

奥州街道や奥州街道ウォークに対して一定のニーズがあり、今後も事業を継続していく。 

 

国指定重要文化財『南部利康霊屋』の保存管理・公開活用 事業の評価  ○ 

文化財保護行政の方針と重点との関連４－（１） 総合評価  Ｂ 

概 
要 

南部利康霊屋の保存管理（除草・植木の手入れ・霊屋トイレの管理・修繕） 

南部利康霊屋の公開・活用（通年で社会教育課が予約を受付け公開、ぼたんまつり期間中は職員が立

ち会い霊屋の特別公開）  

南部利康霊屋保存管理委員会への助成（町から４３０千円） 

実 
績 

 

事業内容 

４月～１１月 

４月～１１月 

５月下旬～６月上旬 

８/１８ 

１１/２１ 

霊屋公園環境整備 

霊屋拝観業務 

ぼたんまつり期間中：霊屋特別公開 

南部利直命日 

南部利康命日 

事 業 費 ７９５千円（うち、４３０千円は委員会へ助成） 
 

成 
果 

拝観にあたっては、他市町村の郷土史研究会関係の団体客の予約が多く見受けられた。 

また、旅行会社や観光協会より観光ツアーに組み入れたいとの打診もあった。 

評価

と方

向性 
南部利康霊屋は貴重な国指定重要文化財であり、保存管理を継続していく。 
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≪ 文化財保護行政の方針と重点 ≫                史跡対策室関係No.４ 

史跡聖寿寺館跡追加指定（平成２４年度のみ） 事業の評価  ◎ 

文化財保護行政の方針と重点との関連４－（１） 総合評価  Ａ 

概 
要 

史跡聖寿寺館跡の追加指定対象地域13,268㎡（5筆）は、当初より史跡指定候補地に入っていたが、平成

１６年９月の史跡指定時には地権者の同意が得られなかったため指定には至らなかった地域であった。平成

２４年度に、地権者から同意が得られたことから追加指定を具申した。 

実 
績 

 

 

申 請 ７/２３：文部科学大臣宛で聖寿寺館跡の史跡追加指定具申書を提出 

視 察 
９/ ５ ：文化庁の三宅調 

官 

答 申 
国の文化審議会（会長 宮田亮平）は平成２４年１１月１６日，聖寿寺館跡の一部を国

史跡に追加指定するよう文部科学大臣 田中 真紀子に対して答申。 
 

成 
果 

 指定年月日：H２５・３・２７ 

既指定面積：103,693.95㎡  追加指定面積   13,268.00㎡  全体指定地面積 116,961.95㎡ 

 所 在 地：青森県三戸郡南部町大字小向字舘、大字沖田面字聖寿寺平・字沖ノ口 

評価

と方

向性 

追加指定は、平成１６年度からのた 優先懸案事項であったが、今年度追加指定を受けることができた。

 

史跡聖寿寺館跡整備基本計画策定（平成２４年度・２５年度のみ） 事業の評価  ○ 

文化財保護行政の方針と重点との関連４－（２） 総合評価  Ａ 

概 
要 

『史跡聖寿寺館跡』を史跡公園化として整備するため、史跡聖寿寺館跡整備基本計画策定委員会を開催し、

計画を策定・刊行する。 

実 
績 

 

○ 史跡聖寿寺館跡整備基本計画策定委員会（委員 ８名） 

第1回会議

12/11（火） 

町長が委嘱状を交付し、三浦圭介氏が委員長に選任される。   

整備基本計画の基本方針と策定の進め方について協議 

第2回会議 

3/22（金） 

南部町の地勢と歴史について、史跡聖寿寺館跡の概要について 

これまでの発掘調査の成果と今後の発掘調査について 

整備の課題と、整備計画について、ガイダンス施設の設置について検討 

事業費 ２６３千円（町単費） 
 

成 
果 

史跡聖寿寺館跡整備基本計画策定委員会を立ち上げ、具体的な計画の内容を話し合った。 

評価

と方

向性 

平成１７年度刊行の『史跡聖寿寺館跡保存管理計画』では、整備基本計画の策定は平成２２年度を目標に

刊行する旨が記されているが、土地公有化や発掘調査の進捗状況の遅滞により、平成２４年度現在では整備

基本計画の策定目標年を平成２５年度としており、計画的に策定していく。 
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≪ 文化財保護行政の方針と重点 ≫                史跡対策室関係No.５ 

史跡聖寿寺館跡土地公有化事業 事業の評価  ○ 

文化財保護行政の方針と重点との関連４－（２） 総合評価  Ｂ 

概 
要 

『史跡聖寿寺館跡』の発掘調査を実施した後に史跡公園化して整備するため、地権者の同意を得て本体部

分の土地を公有化する。 

（国庫補助 8割補助 県費補助0.8%補助） 

実 
績 

○ 公有化した土地 

・住所 南部町大字小向字舘14番地   面積 663㎡ 

○ 事業費 ５，６５３千円（国庫補助 ４，５２２千円、県費補助 ４５千円） 

成 
果 

史跡聖寿寺館跡本体部分の堀跡の一部を公有化した。 

評価

と方

向性 

平成１７年度に文化庁・青森県教育委員会・南部町教育委員会の連盟で刊行した『史跡聖寿寺館跡保存管

理計画』に基づき、公有化を進めているが、進捗率が３割弱、非常に遅れている。 

次年度以降は計画を見直し、公有化面積を拡充していく必要がある。 

 

史跡聖寿寺館跡の発掘調査 事業の評価  ○ 

文化財保護行政の方針と重点との関連４－（２） 総合評価  Ｂ 

概 
要 

 

○ 平成５年から発掘調査を継続中（国庫補助 ５割補助） 

・発掘調査期間 ６/１８～１０/３１   遺物整理期間 １１/１～３/３１ 

・調査面積 約732㎡   調査済面積 約732㎡  

多数の掘立柱建物跡が検出された平成13年度調査区の北側及び南西側に調査区を設定 

・調査地点 城館平場西部～中央部 

・発掘調査現地説明会 １０/２８ 参加者２５名 

 

実 
績 

 

・遺構としては掘立柱建物跡・竪穴建物跡・溝跡を確認。 

・遺物としては青磁碗・皿、白磁皿、染付碗・皿・盤、瑠璃釉磁器、瀬戸美濃皿、越前甕等の陶磁器、 

       角釘、銭貨等の金属製品、砥石、茶臼等の石製品、アイヌ文化の遺物と考えられる骨角製 

・威信財と考えられる元時代の染付盤 

 

○ 事業費：６，０００千円（国庫補助 ３，０００千円補助） 

 

成

果 

平成１３年度に確認した掘立柱建物跡の延長部分を確認できた。 

 

評価

と方

向性 

平成２４年度末時点で、調査面積が聖寿寺館跡本体部分の１割と、調査の進捗が非常に遅れている。 

整備基本計画を策定する上で調査が必要な部分はまだ多く残っており、次年度は調査方法を改善し、調査

面積を拡充する必要がある。 
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≪ 文化財保護行政の方針と重点 ≫                史跡対策室関係No.６ 

史跡聖寿寺館跡の活用（見学・体験発掘・出前授業） 事業の評価  ◎ 

文化財保護行政の方針と重点との関連４－（２） 総合評価  Ａ 

概

要 

史跡聖寿寺館跡の見学や体験発掘を通して、町の歴史を児童・生徒に現地で実際に体感してもらう体験型

の学習プログラム。 

各学校での出前授業では、史跡対策室職員が講師となって、スライドを交えながら町の歴史を解説。 

実

績 

 

○ 体験発掘 

 小 学 校：４校、 山梨県国内交流１回 参加者数：１９３名（前年度より約２０名増加） 

実施日 実 施 内 容 参加者 

７/２ 名川南小学校５・６年生体験発掘 ６名 

７/６ 向小学校６年生体験発掘 ３２名 

７/１７ 田子町立上郷小学校体験発掘 １７名 

７/２５ 山梨県国内交流事業体験発掘 ９０名 

８/５ 福田小学校親子体験発掘 ４８名 

 

○ 出前授業 

  小 学 校：２校 ・参加者数：４８名 

実施日 実 施 内 容 参加者 

４/２５ 向小学校６年生 縄文学習出前授業 ３０名 

６/２１ 福地小学校６年生 郷土史出前授業 １８名 

 

○ 史跡聖寿寺館跡見学者 １８８名 

 

○ 事業費 ― 円 

 

 

 

成

果 

小学校４校１９３名が体験発掘に参加した。特に山梨県南部町と青森県南部町の国内交流事業では、小学

生が南部氏がつなぐ山梨県と青森県のルーツ・歴史を体感していた。 

学校からは、継続して出前授業や体験発掘のニーズがあり、郷土の歴史学習に対し効果をあげている。 

 

 

評価

と方

向性 

地元の歴史や文化を学ぶことは必要不可欠であり、今後も町内の学校と連携し、児童・生徒に郷土の歴史

を学ぶ機会・体験する機会を提供し、郷土に誇りをもてるような郷土史学習プログラムを推進していきたい。
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≪ 文化財保護行政の方針と重点 ≫                史跡対策室関係No.７ 

伝統芸能・技術の継承事業 事業の評価  ◎ 

文化財保護行政の方針と重点との関連４－（３） 総合評価  Ｂ 

概 
要 

郷土に根ざして継承されてきた芸能を保護し、さらに後世に引き継ぐために後継者の育成に努める団体に

対し助成する。 

実 
績 

 

 実 施 内 容 事業費 

助成団体 

南部町郷土芸能保存会  ３７０千円 

無形民俗文化財保存・活用事業（１３団体） ２６０千円 

無形民俗文化財後継者育成事業（９団体） １８０千円 

郷土芸能後継者育成事業（南部七唄七踊り子ども教室） ４５０千円 

 

○ 第２・第４土曜日に町内公民館で南部七唄・七踊りこども教室を実施 

町郷土芸能保存会の会員が講師で指導 

町内の小・中学生２４名が参加 

○ 毎年２月の南部地方えんぶりに補助金を交付 ２３０千円 

 

成 
果 

町指定の無形民俗文化財の継承活動のために有効に活用され、後継者の育成に役立っている。 

評価

と方

向性 

 伝統芸能の保存と次世代への継承には必要不可欠な事業であり、南部町郷土芸能保存会や郷土芸能の継承

者より事業の継続の要望が寄せられており、今後も継続して助成していく。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫             社会教育課関係（公民館）No.１ 

趣味の教室 事業の評価  ◎ 

社会教育指導の方針と重点との関連２－（３） 総合評価    Ａ 

概 
要 

自己の知識・能力の向上を図ることを目的に、町民が興味・関心のある教室を開講する。 

実 
績 

  

○ 町民の希望による教室 ２３講座 

 

登録者数 ３４１名 

開催期間 ５月～２月（月２回の開催） 

開催場所 町内公民館、体育館、B&G海洋センター、伝承館等 

事 業 費 １，８４２千円 

  

成 
果 

受講者の自主的な運営のため真剣に取り組んでおり、学習意欲が高く、目的に沿った内容となっている。

評価

と方

向性 

３月には学習成果の発表会を行った。終了式の際に次年度の受講希望をとっているが、ほとんどの教室で

継続希望であるため、継続して開催する。 

 

 

ネイルアート教室 事業の評価  ○ 

社会教育指導の方針と重点との関連２－（３） 総合評価    Ｂ 

概

要 
ネイルアートを通じての仲間づくりや心身のリフレッシュ等、潤いのある生活の一助となるよう開催する。

実

績 

  

○ ネイルアートに関する講義と実習 

 

登録者数 １０名 

参加者数 延べ４１名 

開催回数 ５回 

開催場所 南部公民館 

事 業 費 ５０千円 
 

成

果 

参加者それぞれが自分なりのネイルを完成させ、自己の資質向上が図られた。 

 

評価

と方

向性 

講座終了後に継続を希望する意見が多かったため、今後も拡大・充実が望ましい。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫             社会教育課関係（公民館）No.２ 

アロマフィットネス教室 事業の評価  ○ 

社会教育指導の方針と重点との関連２－（３） 総合評価   Ｂ 

概 
要 

アロマテラピーのリラックス＆リフレッシュ効果と、簡単にできるエクササイズを結びつけた運動を通し

て、健康維持の一助となるように開催した。 

実 
績 

  

○ アロマフィットネスに関する講義と演習 

 

登録者数 ２２名 

参加者数 延べ１６６名 

開催回数 １０回 

開催場所 福地公民館 

事 業 費 １００千円 
 

成 
果 

香りと運動による健康づくり・健康管理について学ぶことができた。 

評価

と方

向性 

開催回数を増やしたところ大変好評で、周知方法の見直しにより登録者数の拡大が図られた。 

参加者の健康管理・健康づくりに対する意識が高まり、参加者から継続を望む声があり、今後も内容の充

実に努め継続開催していく。 

 

英会話教室 事業の評価  ○ 

社会教育指導の方針と重点との関連２－（３） 総合評価   Ｂ 

概

要 

高校生以上の町民を対象に、国際人としての資質の向上を図るため、英語に親しみ、英語での簡単な日常

会話ができるように開催した。 

実

績 

  

○ 英会話に関する講義と演習 

 

登録者数 ２１名 

参加者数 延べ１７５名 

開催回数 １３回 

開催場所 福地公民館 

事 業 費 ２２１千円 
 

成

果 

前年度まで、入門、初級と分けていたが、今年度からは、クラス分けせずに授業を行った。 

参加者の学習態度は極めて意欲的で、参加者による自主的な運営がなされ、外国人講師による本物の英語

を学ぶ良い機会となった。 

評価

と方

向性 

学習方法や内容は充実しており、参加者個々の目標は概ね達成されたので、継続して開催する。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫             社会教育課関係（公民館）No..３ 

ルーシーダットン教室 事業の評価  ○ 

社会教育指導の方針と重点との関連２－（３） 総合評価    Ｂ 

概 
要 

ルーシーダットン（タイ式ヨガ）の特徴である呼吸法を実践しながら様々なポーズを学び、リラクゼーシ

ョンを得ながら体全体の血液やリンパの流れをスムーズにし、健康維持の一助となるように開催した。 

実 
績 

 

○ ルーシーダットンに関する講義と実習 

 

登録者数 １９名 

参加者数 延べ７０名 

開催回数 ５回 

開催場所 福地公民館 

事 業 費 ５０千円 
 

成 
果 

心と体の健康管理・健康づくりに効果が大きく、参加者の学習意欲も高かった。 

評価

と方

向性 

周知方法の見直しにより登録者数の拡大が図られ、参加者から継続を望む声があり、今後も内容の充実に

努め継続開催していく。 

 

 

絵てがみ教室 事業の評価  ○ 

社会教育指導の方針と重点との関連２－（３） 総合評価   Ｂ 

概

要 

日本美術を参考に、日常生活の素直な感動を自分らしく表す「絵てがみ」の書き方を学び、自己の知識・

能力向上のため開催した。 

実

績 

 

○ 絵てがみの作成に関する講義と実習 

 

登録者数 １９名 

参加者数 延べ８３名 

開催回数 ５回 

開催場所 南部公民館 

事 業 費 ５０千円 
 

成

果 
絵てがみの良さをはじめ、日本美術の学習、自己の知識や能力向上を図ることができた。 

評価

と方

向性 

新規の開催であったが、参加者数が多く、継続を望む声があり、今後も内容の充実に努め継続開催してい

く。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫             社会教育課関係（体育館）No.１ 

第６回町民運動会 事業の評価  ○ 

  多様な生涯スポーツの振興２－（４） 総合評価   B 

概 
要 

町民の健康増進と町民相互の親睦を深め健康で明るく住みよい街づくりに寄与し、明日への活力を養うた

め開催した。 

実 
績 

 

参加者数 １８チーム（役員及び選手数1,830名） 

開 催 日 １０/７ 

開催場所 南部中学校 

事 業 費 １，１５１千円 

※ 杉沢チームが三連覇を達成した。 

成 
果 

町民相互の融和と親睦が深められた。 

評価

と方

向性 

各チーム、スポーツ推進委員、スポーツ指導員へのアンケートにより、運営及び種目の検討を図り、次年

度の開催に反映させ、町民の健康増進と親睦をさらに深めていく運動会にしていかなければならない。 

 

第７回町民歩け歩け運動大会 事業の評価  ◎ 

多様な生涯スポーツの振興２－（４） 総合評価   A 

概 
要 

町民の体力つくりと親睦のために日常生活で歩くことの必要性の理解と健康で明るい町づくりに寄与する

ことを目的に開催した。 

実 
績 

 

 

 

 

 

 

対 象 者 南部町民 

参加者数 ７７名 

開 催 日 ７/８ 

開催場所 秋田県森吉町森吉山（登山） 

事 業 費 １１１千円 

成 
果 

天候に恵まれ、計画したコースを踏破できて、参加者の健康増進が図られた。 

評価

と方

向性 

 歩くことは、各々の体力に合わせた誰にでも、どこでも出来る運動であり、町民の体力つくり、健康の維

持・増進に必要と考えられるため、経験者等、参加者の意見も聞き入れたコースとし、今後も歩くことに関

心を持たせる事業として継続していきたい。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫             社会教育課関係（体育館）No.２ 

第２８回うぐいすマラソン大会 事業の評価   ◎ 

多様な生涯スポーツの振興２－（４） 総合評価   A 

概 
要 

参加者一人ひとりの健康増進と、参加者相互の親睦と融和を図るため開催した。 

実 
績 

 

○ 対 象 者  健康で、所定の距離を完走できる者 

○ 申込者数  ８７８名（平成２３年度８１３名） 

○ 参加者数  ７１０名（平成２３年度６３８名）うち町内参加者数 １２０名 

○ 開 催 日  ４/２２ 

○ 開催場所  ふくち運動公園多目的広場 

○ 事 業 費  ６４９千円  

 

コース 申込者（名） 参加者（名） うち町内（名） 

 小学校３年生以下男子３㎞ ４３ ４１ ２２ 

小学校３年生以下女子３㎞ ２６ ２３ １１ 

小学校４～６年生男子３㎞ ５３ ４３ ２２ 

小学校４～６年生女子３㎞ ４９ ４２ ２３ 

中学生男子３㎞ ２９ １８ １０ 

中学生女子３㎞ ２３ １７ ６ 

高校・一般男子３㎞ ７５ ５０ ７ 

高校・一般女子３㎞ ２６ １５ ０ 

高校・一般男子５㎞ ８７ ７０ ２ 

高校・一般女子５㎞ ３３ ２３ ２ 

高校・一般男子１０㎞ ２７７ ２３１ ８ 

高校・一般女子１０㎞ ４１ ３４ ０ 

誰でも参加（計測なし） １１６ １０３ ７ 

 計 ８７８ ７１０ １２０ 
 

成 
果 

好天に恵まれてグラウンド状態もよく、参加者が今までになく多く、規模の大きい大会となった。 
 
 

評価

と方

向性 

参加者で種目にエントリーして2種目とも優勝した方がおり、他の参加者から不満の声があったことから、

次年度から1種目の参加エントリーとする方向で大会を進めていく。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫             社会教育課関係（体育館）No.３ 

第３回総合優勝制スポーツ大会 事業の評価   ◎ 

 多様な生涯スポーツの振興２－（４） 総合評価    A  

概 
要 

生涯スポーツ振興の観点から、青少年から高齢者まで、町民が生涯スポーツに親しみ、スポーツを生活に

定着させていくために、町内対抗スポーツを開催した。 

実 
績 

○ 対象者  町民運動会単位で１８チームが参加対象 

○ 事業費  ３８千円 

種目 開催日 開催場所 参加チーム 

グラウンド・ゴルフ大会 ５/２０ チェリリン村 １５ 

ペタンク大会 ６/ ３ すぱーくながわ １３ 

壮年ソフトボール大会 ７/２９ 南部中学校 他  ９ 

バウンドテニス大会 １/１５ 名川B&G海洋センター １２ 

ユニホック大会 ２/２９ 名川B&G海洋センター １１ 

軟式バレーボール大会 ３/２５ 町民体育館 １３ 

※結果発表と表彰は、総合優勝制スポーツ大会を周知するために、町民運動会で行った。 

成

果 

３年目となる今年度は、全１８チーム中９チームが全種目に参加するなど、総合優勝制スポーツ大会に対

する各チームの意識が向上してきた。 

評価

と方

向性 

 各種目に参加するチームが、だんだん多くなって来ており、スポーツ人口の底辺拡大とスポーツの日常化

を図られている。 

 今後は、各種大会の結果を積極的に広報に掲載するなど、更に意識の向上を高め大会を盛り上げるととも

に、体育協会加盟団体と連携を密にし、種目等の充実を図っていく。 

 
ニュースポーツフェスティバル 事業の評価  ○ 

多様な生涯スポーツの振興２－（４） 総合評価   A 

概 
要 

“身体を動かす機会がない”“ストレスの発散の場がない”等のことから、ニュースポーツを通して町民の

健康維持・増進を図るとともに、各地区との交流を深め仲間づくりを推進のために開催した。 

実 
績 

 
  対象者 南部町民 

参加者数 ８０名 

種 目 バウンドテニス・ドッチビー・ユニホック 

開 催 日 １２/９ 

開催場所 名川B&G海洋センター 

事 業 費 ２２千円 
 

成

果 

中学生から一般までの幅広い参加者で、3 種目のニュースポーツを行い、楽しいスポーツ体験とすること

ができた。 

評価

と方

向性 

だれでも手軽に取り組むことができることから、今後も種目の精査等の努力をしていく。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫             社会教育課関係（体育館）No.４ 

ニュースポーツ inスクール 事業の評価   ○ 

多様な生涯スポーツの振興２－（４） 総合評価   A 

概 
要 

青少年のスポーツ活動の充実とスポーツの普及を図るために、町内の小・中学校の要望に応じてスポーツ

教室を開催した。 

実 
績 

  

 

対 象 者 児童・生徒 

講 師 １７名 

依 頼 者 
名久井小学校４年生から６年生（名久井小学校はクラブ活動の一環とし

てニュースポーツ inスクールを申込みしている。） 

参加者数 延べ１７０名 

状  況 

・バウンドテニス：４/２０～７/２０ ５回 

・ユニホック  ：９/７～１２/７  ６回 

・ローンボウルズ：１/２５～２/２２ ２回 

開催場所 名川B&G海洋センターアリーナ 

事 業 費 ３８千円 

成

果 

スポーツ活動の底辺の拡大が図られた。 

評価

と方

向性 

名川地区からの要望のみで、他の地区からも利用できるよう開催場所の検討が必要である。 

ニュースポーツレクリエーション活動の普及促進のためには効果的な事業であり、学校に対し積極的な広

報活動を行っていく。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫             社会教育課関係（体育館）No.５ 

ニュースポーツ移動教室 事業の評価  ◎ 

多様な生涯スポーツの振興２－（４） 総合評価   A 

概 
要 

ニュースポーツの普及と地域住民の健康維持及び増進を図るために開催した。 

 

実 
績 

 

町内の各種団体の要望に応じて、ニュースポーツ教室を開催 

 

○ 対象者   町内各種団体 

○ 参加者数  延べ２４２名（保護者含む） 

○ 講 師   ２６名 

○ 事業費   ３０千円 

 

○ 開催状況 

依頼者 開催日 場所 種目 
参加者数

（名） 

福地小学校 

１年生親子レクリエーション 
６/２ 福地小体育館 ドッチビー ２４ 

南部小学校 

２年生親子レクリエーション 
７/１ 南部小体育館 グランドゴルフ ２５ 

剣吉小学校 

４年生親子レクリエーション 
７/８ 剣吉小体育館 ドッチビー ５５ 

向 小学校 

４年生親子レクリエーション 
７/８ 向 小体育館 ドッチビー ５５ 

向 小学校 

１年生親子レクリエーション 
１０/２８ 向 小体育館 ドッチビー ５０ 

特別支援学級児童生徒 １２/５ 南部中体育館 ドッチビー ３３ 

  

成

果 

親子レクなどでの依頼数が増加し、事業の拡大が図られた。 

 

 

評価

と方

向性 

担当者が出向くことから、どこでもニュースポーツの体験ができるため、利用者に大変喜ばれており、今

後、教室の利用者を増やしていくために、積極的な広報活動を行っていく。 

参加募集について、一般は体育館、公民館等のチラシ・ポスターにより、小中学校は社会教育課の年度初

めの学校訪問の時に周知する。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫             社会教育課関係（Ｂ＆Ｇ）No.１ 

転倒・寝たきり予防教室 事業の評価    ◎ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（４） 総合評価    A 

概 
要 

運動の楽しさや重要性を知ってもらうことで習慣化を促し、転倒・寝たきり予防を図るとともに参加者の

生きがいづくりを目指すために健康福祉課と共催した。 

 

実 
績 

 

対象者 介護保険サービスを受けていない６０歳以上の方 

参加者数 

開催回数 

南部地区：３６名（延べ３５９名） 

福地地区：２３名（延べ２１８名） 

名川地区：３７名（延べ３８０名） 

    合計３６回（１２回／１地区） 

開催期間 

南部地区：平成２４年５月～７月 

福地地区：平成２４年９月～１１月 

名川地区：平成２５年１月～３月 

事業内容 
健脚度測定、介護予防運動、歩行指導、筋力トレーニング、リズム体操 

レクリエーション、ニュースポーツ（グラウンドゴルフ、ペタンク） 

各種講話（栄養指導、薬の正しい飲み方）、骨密度・筋肉量計測 

講 師 運動指導士 ２名、薬剤師 １名、栄養士 １名   ４名  

開催場所 南部公民館、福寿館、Ｂ&Ｇ海洋センター 

事 業 費 ７３千円 

 

 

 

 

成 
果 

教室独自の指標である「健脚度測定」を行い、４種目の運動レベル向上を確認して参加者の健康増進に効

果を上げることができた。 

 

 

評価

と方

向性 

教室で実践した運動を、参加者の日常生活に取り入れてもらい、健脚度測定で参加者が自身の運動レベル

を知ることで運動への興味を持ってもらい、栄養士や薬剤師の講話により、食事面など日常生活で役立つ知

識を得る機会となっていることから、今後も当事業を継続することで、参加者の健康維持・増進に寄与して

いきたい。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫             社会教育課関係（Ｂ＆Ｇ）No.２ 

水に賢い子どもを育む年間型活動プログラム 事業の評価   ◎ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（３） 総合評価    Ａ 

概

要 

小学生が年間を通して「水」に関わる自然環境、安全学習、水生生物等について学習する。 

実

績 

 

自然環境、安全学習、水生生物等についての体験や実験、物づくりを指導した。 

 

対象者数 
名久井小学校：４学年  ３０名 

名川南小学校：３・４学年 ６名  ５・６学年 ６名 

開催回数 
名久井小学校： ７回 

名川南小学校：１２回 

開催期間 平成２４年４月～平成２５年３月 

開催場所 
名久井小学校：如来堂川、馬淵川、名久井小学校、Ｂ&Ｇ海洋センター 

名川南小学校：如来堂川、馬淵川、名川南小学校 

事 業 費 ― 円 

 

 

 

 

 

成

果 

水に関わる活動を実施し、身近な自然環境に興味を持つ児童が増えるとともに、自然環境や生命に対する

意識の向上が見られた。 

 

 

 

 

 

評価

と方

向性 

児童は積極的に活動しており、学習意欲も高く、地域のフィールドにあった内容を取り入れ、事業を充実

させる。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫             社会教育課関係（Ｂ＆Ｇ）No.３ 

Ｂ＆Ｇ「海洋体験セミナー」 事業の評価   ◎ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（３） 総合評価    Ａ 

概 
要 

Ｂ＆Ｇ財団の主催事業で、全国の小学５年生から中学３年生を対象に、共同生活を通じて異世代間のコミ

ュニケーションについて学ぶとともに、海洋性レクリエーションや自然体験活動を通して海に対する理解を

深める。 

実 
績 

 

○ 町内小・中学校から参加者を募集し、３名を参加させた。 

 

○ 八戸駅－仙台空港（集合・解散場所）間を職員が引率した。 

 

対象者 小学５年生～中学３年生の男女 

開催期間 
７/２９～８/２：１名（福地中学校１学年男子） 

８/７～８/１１：２名（福地小学校６学年男子、剣吉小学校５学年男子） 

開催場所 沖縄県北部地区（本部町を主とする） 

事業費 

旅費     ８１千円（引率者分） 

補助金   １５６千円（参加費６９千円×３／４×３名） 

参加者負担金 ５２千円（参加費６９千円×１／４×３名）  

 

成 
果 

集団生活や各種活動を通して礼節などの社会性を身に付けるとともに、自然環境や海洋性レクリエーショ

ンに対する意識の高揚が感じられた。 

 

 

 

 

 

評価

と方

向性 

募集定員３名に対して１６名の申込みがあり、対象者の関心は高かったが、Ｂ＆Ｇ財団の事業終了により、

平成２４年度をもって廃止となった。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫             社会教育課関係（Ｂ＆Ｇ）No.４ 

Ｂ＆Ｇ「体験クルーズ」 事業の評価   ◎ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（３） 総合評価    Ａ 

概 
要 

Ｂ＆Ｇ財団の主催事業で、全国の小学４年生から中学３年生までを対象に、船での集団生活、寄港地での

自然体験を通じて、礼節などの社会性や自然への恩恵を学ぶ。 

 

実 
績 

 

○ 開催日  ３/２５～３/３０ 

○ 開催場所 小笠原諸島方面 

○ 事業費  旅費      ６５千円（引率者分） 

       補助金    ３００千円（参加費８０千円×３／４×５名） 

       参加者負担分 １００千円（参加費８０千円×１／４×５名）  

 

○ 町内小中学校から参加者を募集して、７名を参加させ、全国からは４７６名が参加した。 

（７名のうち２名は、Ｂ＆Ｇ財団が、平成２４年度に「水に賢い子どもを育む年間型活動プログラム」

を導入した名川南小学校からの２名を招待） 

 

○ 八戸駅－晴海ふ頭（集合・解散場所）間を職員が引率した。 

 

 ○ 参加者の状況 

学校名 学年 性別 参加人数 

福田小学校 ４ 男 １名 

剣吉小学校 
４ 男 １名 

６ 男 １名 

名久井小学校 ５ 男 １名 

福地中学校 １ 男 １名 

名川南小学校 ６ 女 ２名 

合  計 ７名 

 

 

成 
果 

小笠原諸島の自然環境について学習することができ、環境保全に対する意識の高揚が感じられた。 

 

評価

と方

向性 

募集定員５名に対して１４名の申込みがあり、対象者の関心が高かったが、Ｂ＆Ｇ財団の事業終了により、

平成２４年度をもって廃止となった。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫             社会教育課関係（Ｂ＆Ｇ）No.５ 

Ｂ＆Ｇ会長杯三戸郡下中学校バレーボール大会 事業の評価   ◎ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（４） 総合評価    Ａ 

概 
要 

三戸郡下中学校バレーボール部相互の親睦と、技術の向上を図るため、三戸郡中学校体育連盟と共催した。

実 
績 

 

対 象 者  三戸郡内中学校バレーボール部 

開 催 日 ４/２８～４/２９ 

開催場所 南部町立名川中学校 体育館 

参 加 

チ ー ム 

男子２チーム（五戸中学校、田子中学校） 

女子５チーム（五戸中学校、三戸中学校、階上中学校、川内中学校、名川中学校）

事 業 費 ４９千円 
 

成 
果 

バレーボール競技を通じた選手同士の技術向上のみならず、審判員や大会運営を担う参加中学校バレーボ

ール部監督・コーチ及び町バレーボール協会会員相互の交流及び資質向上にもつながっている。 

評価

と方

向性 

春季青森県大会の予選会も兼ねており、各チームが出場権を獲得するため日々練習に励み、競技を通じて

技術を磨くとともに、選手同士の交流を深める場にもなっている。 

大会運営事務局として、選手や審判員の方々をサポートしながら、競技スポーツの振興に寄与していきたい。 

 
Ｂ＆Ｇスポーツ大会青森県大会 事業の評価   ◎ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（４） 総合評価    Ａ 

概 
要 

Ｂ＆Ｇ財団地域海洋センター青森県連絡協議会が主催する水泳、カヌー・ＯＰヨットの大会に、当町から

代表選手を参加させた。（※ＯＰヨット：ジュニア専用のヨット） 

実 
績 

 水泳の部に当町代表選手６名を参加させ、当町海洋センター職員３名が選手を引率するとともに、大会当

日はスタッフとして従事した。 

○ 参加者数   

学校名 学年 性別 参加人数 

向 小 学 校 ６ 
男 ３名 

女 １名 

福地小学校  ６ 女 １名 

名久井小学校 ６ 女 １名 

合 計 ６名 

○ 開催日  前泊：７/３０   大会：７/３１ 

○ 開催場所 五所川原市金木Ｂ＆Ｇ海洋センタープール 

○ 事業費  ３６千円 

成 

果 

他市町村の選手と競技・交流し、水泳競技の楽しさを再確認することができた。 

評価

と方

向性 

他市町村の選手と競技・交流する貴重な機会であるため、今後も継続して選手を参加させるべきと考える。
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫             社会教育課関係（Ｂ＆Ｇ）No.６ 

Ｂ＆Ｇクリーンフェスティバル inなんぶ 事業の評価   ◎ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（４） 総合評価    Ａ 

概 
要 

カヌー体験教室を実施することによる海洋性レクリエーションの普及、及び水辺の安全教室による川や海

での自助意識の向上、並びにクリーン作戦による環境保全の意識づけを図っていく。 

社会教育課が主催する「ふるさと楽習キャンプ」のプログラムの一つとして開催。 

 

実 
績 

 

対象者 町内小学校４年生～６年生 

参加者数 

・１１名の参加 

 学校名 学年 性別 参加人数 

福田小学校 
５ 女 １名 

６ 女 ２名 

剣吉小学校 
５ 男 ２名 

６ 男 ２名 

名久井小学校 ５ 女 ２名 

名川南小学校 ６ 女 ２名 

合 計 １１名 

事業内容 カヌー体験、ライフジャケット浮遊体験、Ｂ&Ｇ海洋センター周辺の清掃活動 

開 催 日 ７/２１ 

開催場所 Ｂ&Ｇ海洋センタープール 他 

事 業 費 ― 円 

 

 

成 
果 

 水辺での活動の楽しさを学ぶと同時に、ライフジャケット浮遊で、自分の命を自分で守るという自助意識

を高める機会を提供することができた。 

清掃活動を行うことで、水辺の環境保全に対する意識づけが図られた。 

 

 

評価

と方

向性 

海洋性レクリエーションと清掃活動を併せて行うことで、水辺での自助意識の大切さを認識するとともに、

環境保全の意識づけも期待できることから、今後も継続して青少年の健全育成に寄与していきたい。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫             社会教育課関係（Ｂ＆Ｇ）No.７ 

水辺の安全教室 事業の評価   ◎ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（３） 総合評価    Ａ 

概 
要 

“自分の命は自分で守る自助意識”を身に付けさせるため、パネルを使った安全教育や着衣泳、救助法、ラ

イフジャケット浮遊を学習・体験させる。 

 

実 
績 

  

名久井小学校４年生、名川南小学校の全児童を対象に、「水に賢い子どもを育む年間型活動プログラム」の活

動として実施した。 

 Ｂ＆Ｇスポーツ大会青森県大会出場選手を対象とした水辺の安全教室に、当町代表選手６名も参加した。

 

○ 名久井小学校 

参 加 者 ４年生 ３１名 

開 催 日 ７/１３ 

開催場所 海洋センタープール 

 

○ 名川南小学校 

参 加 者 全校児童 ２０名 

開 催 日 ８/２９ 

開催場所 名川南小学校プール 

 

○ 県内小中学生 

参 加 者 
Ｂ＆Ｇスポーツ大会青森県大会水泳競技参加者 ５０名 

（うち南部町選手 ６名） 

開 催 日 ７/３１ 

開催場所 五所川原市金木Ｂ＆Ｇ海洋センタープール 
 

成 
果 

着衣状態で水中を動くことの難しさや水難時の状況を体感させることができた。 

また、その対処法や救助法を学習したことで、自助意識を高めることができた。 

 

 

 

評価

と方

向性 

毎年全国で水の事故が発生している現状から、安全に水辺で活動するために必要な体験学習であるため、

今後も継続して実施したい。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫             社会教育課関係（Ｂ＆Ｇ）No.８ 

初心者水泳教室 事業の評価   ◎ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（４） 総合評価    Ａ 

概 
要 

町内小学校低学年の児童を対象に水泳教室を実施することで、水の怖さを克服し、水泳に対する興味を持

ってもらうために開催した。 

実 
績 

 

○ 対象者  町内小学校１年生～３年生 

○ 参加者  ２２名（延べ８８名） 

○ 開催日  ８/６～８/１０ 
○ 開催場所 Ｂ&Ｇ海洋センタープール 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 事業費  ― 円 
 

学校名 学年 性別 参加人数 

福地小学校 ２ 女 １名 

福田小学校 
１ 男 １名 

２ 女 ２名 

剣吉小学校 

１ 
男 ３名 

女 １名 

２ 男 １名 

３ 男 ２名 

名久井小学校 

１ 女 ３名 

２ 女 １名 

３ 
男 ２名 

女 １名 

向 小 学 校 
１ 女 １名 

３ 男 １名 

南部小学校 ３ 女 ２名 

合 計 ２２名 

成 
果 

参加者に、水にふれる楽しさや親しみ、泳げる喜びを感じてもらうことができた。 

評価

と方

向性 

募集定員の２０名を超える申し込みがあり、対象者と保護者の関心は高いと考えられるため、レベルに合

わせた指導を心掛け、今後も継続したい。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫             社会教育課関係（Ｂ＆Ｇ）No.９ 

小学校水泳教室 事業の評価   ◎ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（４） 総合評価    Ａ 

概 
要 

水や水泳をよく理解してもらい、水泳に対する興味を持ってもらうとともに、水泳競技の技術向上を図る

ために、町内小学校から授業での水泳指導依頼があった場合に、Ｂ&Ｇ海洋センター職員が協力する。 

 

実 
績 

 

 

対 象 者 

名川南小学校：全校生徒      ２０名 

名久井小学校：１年生～５年生  １４４名  

剣吉小学校 ：全校生徒     １４６名 

開催回数 

名川南小学校  全９回 

名久井小学校  全５回 

剣吉小学校   全４回 

開催期間 ６月～８月 

開催場所 
Ｂ&Ｇ海洋センタープール 

名川南小学校プール 

事 業 費 ― 円 

 

 

 

 

 

成 
果 

各小学校の教諭と連携して水泳指導を実施したことで、児童の安全性を高めるとともに、水泳レベルに応

じた指導を行うことができた。 

 

 

 

評価

と方

向性 

参加者のレベルに合わせながら泳げる喜びを体感できるような指導を行うことで、水泳に対する意識の高

揚及び水泳技術の向上が期待できるため、今後も、指導内容と成果のフィードバックを行いながら、より良

い方法を模索しながら指導を継続していきたい。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫            社会教育課関係（Ｂ＆Ｇ）No.１０ 

第６回南部町縦断駅伝競走大会 事業の評価   ◎ 

   社会教育指導の重点との関連 ２－（４） 総合評価    Ａ 

概 
要 

 陸上競技のレベルアップを目的に、小学生から一般までを対象に開催した。 

実 
績 

 

事故等のトラブルもなく全チームが完走した。 

 

参 加 

チ ー ム 

 

○ 町内小学校 ９チーム 

（福地小、福田小２、剣吉小、名久井小、向小２、南部小２） 

○ 三戸郡中学校男子   

６チーム（福地中、名川中、南部中、五戸中２、三戸中） 

○ 三戸郡中学校女子  

 ６チーム（福地中、名川中、南部中、五戸中２、三戸中） 

○ 町内クラブ・地区  ５チーム 

三戸郡一般     ３チーム 

合計 ２９チーム 

開 催 日 １１/４ 

開催場所 

 

南部町内（コース） 

○ 町内小学校、三戸郡中学校女子、町内クラブ・地区 

スタート：三戸駅前  フィニッシュ：ふるさと運動公園陸上競技場 

○ 三戸郡中学校男子、三戸郡一般 

   スタート：三戸駅前  フィニッシュ：ふくち運動公園多目的広場 

事 業 費 

 

４７６千円 

８５千円（参加料：一般会計の雑入へ） 
 

成 
果 

陸上競技の普及と参加者のレベルアップにつなげることができた。 

評価

と方

向性 

陸上競技の普及と児童生徒の競技力向上、また、児童生徒の練習の成果を発揮する一年間で 後の大会で

あるため、今後も継続したい。 

しかし、三戸警察署からコースが事故の危険性が高いことを指摘されているため、コースの見直しも検討

する。 
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≪ 社会教育指導の方針と重点 ≫            社会教育課関係（Ｂ＆Ｇ）No.１１ 

第２０回青森県民駅伝競走大会 事業の評価   ◎ 

社会教育指導の重点との関連 ２－（４） 総合評価    Ａ 

概 
要 

 青森県民駅伝競走大会南部町実行委員会を組織して、町内中学生以上の候補選手を選考し、強化練習や試

走等を計画・実施して参加した。 

 実行委員会の事務局は、Ｂ&Ｇ海洋センターが担当する。 

実 
績 

  

平成２４年５月２４日に南部町実行委員会を組織してから大会まで、約３０回の練習会と３回の試走会、

２回のスタッフ会議を実施し、大会当日は、３２名の実行委員・町職員が選手をサポートした。 

 結果は、総合第３位、町の部第２位の成績を収めた。 

 

○ 参加チーム数 ４０市町村 

○ 登録選手   １５名（男１１名・女１０名） 

○ 候補選手   ３９名（男２９名・女１０名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 開催日   ９/２ 

○ 開催場所  青森市内 

○ 事業費   実行委員会への町の補助金：１，１６０千円（県から実行委員会へ：６０千円） 

所 属 男（名） 女（名） 合計（名） 

福地中学校 ５ ２ ７ 

杉沢中学校 ２ ０ ２ 

名川中学校 ５ ２ ７ 

南部中学校 ４ ２ ６ 

光星学院高校 １ １ ２ 

青森山田高校 ５ ３ ８ 

国士舘大学 ２ ０ ２ 

山梨学院大学 １ ０ １ 

陸上競技協会 ４ ０ ４ 

合  計 ２９ １０ ３９ 

成 
果 

陸上競技の普及と選手のレベルアップのほか、町民の一体感を盛り上げ、町勢の発展とスポーツの振興が

図られた。 

 

評価

と方

向性 

中学生から一般までを対象にした大会であるため、陸上競技の普及・振興につながっている。 

町の名を背負って走る大会であるため、長距離ランナーの出場を望む思いが強く、また、大会がテレビ中

継されるため町民の関心も大きいことから、今後も継続して参加したい。 
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≪ 学校給食重点目標 ≫                   給食センター関係 No.１ 

安全・安心な給食 事業の評価  ◎ 

学校教育指導の重点との関連（１） 総合評価   Ａ 

概 
要 

より安全・安心なおいしい給食を目指す。 

実 
績 

 調理従事者及び施設の衛生管理を徹底し、事故・食中毒の防止と安心な給食を供給することに努めた。 

 

 月一回、南部町産物の食材の放射性物質測定検査を行い、安全な食材を使用することに努めた。 

成 
果 

調理従事者の健康管理と施設の衛生管理を重要視し、特にノロウィルス対策を万全に行い、安全・安心な

給食の供給ができた。 

 

評価

と方

向性 

県の事業により八戸市庁に設置された放射性物質測定機器で食材の放射性物質測定を行い、町の広報に掲

載するとともに三八管内のデーターを共有し、安全な食材を使用した給食を供給をしていく。 

 

 

バランスのとれた給食 事業の評価  ◎ 

学校教育指導の重点との関連（２） 総合評価   Ａ 

概

要 
栄養バランスのとれた食事内容の充実を図る。 

実

績 

 栄養士による給食指導・食育授業等を実施し、栄養バランスのとれた食事の重要性の指導を行った。 

 

給食センター見学への対応 
町内小学校：８回  

むつ原燃興産・三沢学校給食センター： 各１回 

食育授業の栄養指導 町内中学校２校：４回 

健康面談 町内公民館、体育館、B&G海洋センター、伝承館等 

就学時児童給食説明会及び

試食会 
町内幼稚園・保育園・児童館 ６施設：３回 

子ども会食育教室 名川地区子ども会：１回 

バイキング式給食 町内小中学校１１校・幼稚園２園：１６回 
 

成

果 

「食」が心身の健康増進と人間形成に重要な役割を担っていることを理解して貰うことができた。 

 

評価

と方

向性 

食事は摂取してすぐに効果は現れない。それだけに規則正しくバランスのとれた食事を摂ることが、長く

健康で生きていくために最も重要であることの指導を進めていく。 

 

事前に摂取するカロリーを自分で計算し、楽しみながらバイキング式給食を行うことにより食に変化をつ

け、更に食事をすることが心身にとって大切であることを理解させていきたい。 



 

事 務 事 業 毎 個 別 評 価 表 
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≪ 学校給食重点目標 ≫                   給食センター関係 No.２ 

手作り感ある給食 事業の評価  ◎ 

学校教育指導の重点との関連（３） 総合評価   Ａ 

概 
要 

手作りの料理を心がける。 

 

実 
績 

 彩りや、素材そのものの味を引き出せるように調理の工夫に努めた。 

 調味料等から厳選し、全体的にうす味に仕上げた。 

 

 食数の少ない日は、手切りの作業を行うように努めた。 

 ・地元野菜のカレーライス 

 ・地元野菜の肉じゃが 

 

成 
果 

食材本来の味を活かした給食や切り方を工夫した手作りの給食を供給し、子ども達の野菜離れを少なくす

るとともに食べ物本来の色や味を重視した給食を供給できた。 

評価

と方

向性 

着色剤や防腐剤の添加により、食べ物本来の色や味がわからなくなっている児童生徒が多く、それに伴い、

こい味を好む傾向があり生活習慣病の引きがねとなっている。給食を食べることで、健康への意識を高めさ

せることへつなげたい。 

 

 

季節感ある給食 事業の評価  ◎ 

学校教育指導の重点との関連（４） 総合評価   Ａ 

概 
要 

伝統食、郷土食を取り入れ季節感を大切にする。 

 

実 
績 

 食育の日（毎月１９日）、食育月間（６月・１１月）は、特に郷土食をとり入れ、地元の伝統ある食材を使

用した給食の供給に努めた。 

  

伝統食 せんべい汁・ひっつみ・子炒り・馬肉汁 

郷土食 さばのみそ煮・なんばんみそ・さくらんぼ・りんご・美味のほね 
 

成 
果 

伝統食として、地元だけでなく他の地域の文化も知るためにも津軽地方の「けの汁」や秋田県の「きりた

んぽ汁」など身近に食することのできる料理を供給し、食文化への関心をもたせることができた。 

 

 

評価

と方

向性 

旬のものを積極的にとり入れ七夕やクリスマス行事には、お楽しみ献立として、児童生徒が楽しく食べら

れるよう工夫を凝らした給食をさらに進めたい。 

 

 



 

事 務 事 業 毎 個 別 評 価 表 
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≪ 学校給食重点目標 ≫                   給食センター関係 No.３ 

地産地消の給食 事業の評価  ◎ 

学校教育指導の重点との関連（５） 総合評価   Ａ 

概 
要 

地元の産物を活用しながら、地域との連携を大切にする。 

実 
績 

 給食時間の放送用の原稿を作成し、給食に使用している食材を知らせ、地場産物への理解につながるよう

指導している。 

 また、給食だよりにも児童がわかりやすいように地元の物などのＰＲをしている。 

 ・米穀は南部町産つがるロマン100％使用 

 ・地場産物の使用率 21.3％ 

 ・青森県産物     55.5％ 

 

成 
果 

給食時間の放送原稿や給食だより、食育だよりを作成し活用しながら、地場産物の安全性を伝えるととも

に消費拡大を図り地元農業の活性化に努めた。 

また、地域業者のはからいにより、地元産の鮭を加工したメンチカツを供給できた。 

 

評価

と方

向性 

年々、地元の農業による給食用物資納品が減っており、地元産の野菜を入手するのが困難になってきてい

る。 

食育授業では、地元の農業についての指導を継続していきたい。 
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教 育 委 員 会 活 動 の 状 況 

 

１ 教育委員会委員構成 

                              H24 年 4 月 5 日現在 

職  名 氏  名 任 期 期 間 

教育委員長 中 村 祐 子 
H23.3.16  ～  H27.3.15 

(H24.4.5  ～  H25.4.4) 

教育委員長職務代行者 佐 藤 俊 男 
H22.4.5  ～  H26.4.4 

(H24.4.5  ～  H25.4.4) 

委   員 宮 本 佳 悦 H21.3.16  ～  H25.3.15 

委   員 境  久 孝 H22.4.5  ～  H26.4.4 

教 育 長 山 田 義 雄 H24.4.1  ～  H28.3.31 

  ※括弧は、委員長・職務代行者任期  ※教育長（H20.4.1～H23.3.31） 

 

２ 教育委員会の活動概要 

 

（１） 学校訪問 

学校等の教育関連施設を訪問して教育現場の状況を把握する 

小学校５校、中学校１校、幼稚園２園の学校及び幼稚園訪問を実施 

訪 問 月 訪 問 校 

平成 24 年 9 月 名久井小学校・名川南小学校・名川幼稚園 

平成 24 年 10 月 杉 沢小学校・福 地小学校・南部幼稚園 

平成 24 年 11 月 南 部小学校・南 部中学校 

 

（２） 会議・研修会 

研修会等に参加し、委員としての幅広い識見を養う 

開 催 日 会 議・研 修 名 出張先 出席者数

5 月 25 日（金） 県市町村教育委員会連絡協議会定時総会・研修会 青森市 4 人 

7 月 5～6日（木～金） 三戸郡教育振興会臨時総会並びに研修会 中泊市 4 人 

10 月 14 日（日） 南部町連合父母と教師の会研修会 南部町 3 人 

10 月 23 日（火） 三戸郡教育振興会町村教育委員秋季研修会 田子町 4 人 

11 月 14 日（水） 市町村教育委員会教育委員長・教育長合同会議 青森市 2 人 
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（３）各種行事・大会等 

   その他、下記の各種行事・大会に参加 

 

開催月    行事・大会名 開催月 行事・大会名 

４月  7 日：町内小・中学校入学式

9 日～10 日：町内小・中学校・

幼稚園入園式 

19 日：南部町教育大会 

24 日：うぐいすマラソン 

10 月 3 日：南部町音楽会 

7 日：町民運動会 

13 日～町内小学校学習発表会 

21 日～町内中学校文化祭 

５月 19 日～町内小学校運動会 

13 日～町内中学校体育祭 

12 月  2 日～町内幼稚園おゆうぎ会

６月 9 日：郡総合体育大会開会式 

19 日：小学生陸上記録会 

１月 13 日：南部町成人式 

７月 23 日：県中学校体育大会夏季 

大会開会式 

26 日：南部町中学生海外派遣 

事業出発式 

２月 16 日：南部町文化賞・スポー

ツ賞表彰式 

27 日：郡教育振興会定期総会

８月  26 日：福地中学校体育祭 

31 日：南部町中学生海外派遣 

事業報告会 

３月 8 日～9 日：町内中学校卒業式

15 日：町内幼稚園卒園式 

16 日・19 日・22 日・23 日：

町内小学校卒業式 ９月 23 日：南部七唄七踊り 

30 日：名川・南部幼稚園運動会 

 

 

３ 教育委員会会議 

   月１回の定例会 

 

開催日 会 議 議案番号等 案   件 

 

 

4月 25日 

 

 

第 82 回

定例会 

報告第 1 号 平成 24 年準要保護児童から要保護児童生徒

の認定（追加）について 

報告第 2 号 南部町教育委員会事務局職員の人事異動につ

いて 



61 
 

     報告第 3 号 南部町スクールサポーターの委嘱について 

議案第 1 号 南部町就学指導委員会委員の委嘱について 

議案第 2 号 南部町教育委員会の事務局の組織に関する規

則の一部を改正する規則について 

議案第３号 南部町教育委員会事務局職員等の職名に関す

る規則の制定について 

 

 

 

 

 

5月 23日 

 

 

 

 

 

第 83 回

定例会 

 

 

 

 

 

報告第 4 号 平成 24 年度要保護・準要保護児童生徒の認

定（追加）について 

報告第 5 号 南部町立学校給食センター運営委員会の委嘱

について 

報告第 6 号 南部町社会教育委員の委嘱について 

報告第 7 号 南部町文化座審議委員の委嘱について 

報告第 8 号 南部町スポーツ推進委員の委嘱について 

報告第 9 号 南部町公民館運営審議会委員の委嘱について

報告第 10号 南部町日本語指導協力者派遣事業実施要綱の

制定について 

議案第 4 号 平成 24 年度要保護・準要保護児童生徒の認

定（新入学児童）について 

議案第 5 号 

 

南部町教育委員会教育長事務の委任の規則の

一部を改正する制定について 

議案第 6 号 南部町私立幼稚園就園奨励費補助金交付規程

の一部を改正する訓令の制定について 

 

 

 

 

6月 19日 

 

 

 

 

 

 

 

第 84 回

定例会 

 

 

報告第 11 号 平成 24 年度南部町教育関係補正予算（第１

号）について 

報告第 12号 平成 24 年度要保護・準要保護児童生徒の認

定（追加）について 

報告第 13号 平成 24 年度区域外就学の承諾について 

報告第 14号

 

区域外就学の平成 24 年度要保護・準要保護

児童生徒の認定解除について 

議案第 7 号 南部町奨学基金の貸付について 
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議案第 8 号 南部町小学生国内交流の事業補助金交付要綱

の制定について 

7月 18日 

 

 

  

 

 

第 85 回

定例会 

 

 

 

 

報告第 15号 教育長の海外出張について 

報告第 16号 平成 24 年度要保護・順要保護児童生徒の認

定（追加）について 

報告第 17号 南部町私立幼稚園教育振興事業補助金交付要

綱の制定について 

報告第 18号 平成 24 年度就学指導委員会の判定について 

報告第 19号 平成 24 年度特別支援教育就学奨励費の支弁

区分の認定について 

議案第 9 号 南部町スポーツ指導員の委嘱について 

議案第 10号 南部町福地中学校評議員の委嘱について 

8月 22日 第 86 回

定例会 

報告第 20号 県費負担教職員の人事異動について 

報告第 21号 南部町立学校給食センター運営委員会委員の

委嘱について 

報告第 22号 南部町立社会教育委員の委嘱について 

報告第 23号 南部町立就学指導委員会委員の委嘱について

報告第 24号 平成 24 年度要保護・順要保護児童生徒の認

定（追加）について 

報告第 25号 外国語指導助手の再任用について 

 

 

9月 19日 

 

 

 

第 87 回

定例会 

報告第 26号 平成 24 年度南部町教育関係補正予算（第２

号）について 

報告第 27号 平成 23年度南部町一般会計歳入歳出決算認定について

報告第 28号 平成 23 年度南部町学校給食センター特別会

計歳入歳出決算認定について 

報告第 29号 平成 24 年度区域外就学の承諾について 

議案第 11 号 南部町立福田小学校学校評議員の委嘱について 

 

10 月 17 日 

 

 

第 88 回

定例会 

報告第 30号 平成 24 年度要保護・順要保護児童生徒の認

定（追加）について 

報告第 31号 平成 24 年度就学指導委員会の判定について 
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報告第 32号 平成 24 年度通学区域外就学の承諾について 

報告第 33号 県費負担教職員の懲戒処分に関する内申（臨

時代理）について 

議案第 12号 平成 24 年度区域外就学の承諾について 

議案第 13号 南部町文化賞・南部町スポーツ賞表彰審査会

委員の委嘱について 

 

11 月 21 日 

 

 

 

第 89 回

定例会 

 

報告第 34号 平成 24 年度要保護・準要保護児童生徒の認

定解除について 

報告第 35号 平成 24 年度要保護・準要保護児童生徒の認

定（追加）について 

報告第 36号 平成 24 年度区域外就学の承諾について 

報告第 37号 県費負担教職員の内申について 

報告第 38号 三戸郡結核対策協議会の解散について 

議案第 14号 南部町教職員住宅条例を廃止する条例の制定

について 

議案第 15号 南部町教職員住宅条例施行規則を廃止する規

則の制定について 

 

12 月 19 日 

 

 

 

 

 

 

第 90 回

定例会 

 

 

 

 

報告第 39号 平成 24 年度区域外就学の承諾について 

報告第 40号 平成 24 年度就学指導委員会の判定について 

報告第 41号 南部町教育関係補正予算（第 5 号）について

報告第 42号 南部町学校給食センター特別会計補正予算

（第 1 号）について 

議案第 16号 平成 24 年度南部町文化賞・スポーツ賞被表

彰者の決定について 

1月 23日 

 

第 91 回

定例会 

報告第 43号 県費負担教職員の内申について 

議案第 17号 平成 25 年度区域外就学の承諾について 

2月 22日 

 

 

 

第 92 回

定例会 

 

 

報告第 44号 平成 24 年度区域外就学の承諾について 

報告第 45号 平成 23 年度要保護・準要保護児童生徒の認

定（追加）について 

議案第 18号 平成 25 年度通学区域外就学の承諾について 
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 議案第 19号 平成 25 年度区域外就学の承諾について 

議案第 20号 教育財産の引継ぎについて 

議案第 21号 県費負担教職員（校長）の異動の内申について 

 

 

 

 

3月 22日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 93 回

定例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告第 46号 平成 24 年度通学区域外就学の承諾について 

報告第 47号 平成 24 年度区域外就学の承諾について 

報告第 48号 平成 25 年度通学区域外就学の承諾について 

報告第 49号 平成 24 年度南部町教育関係補正予算（第６

号）について 

報告第 50号 南部町学校給食センター特別会計補正予算

（第２号）について 

報告第 51号 平成 25 年度南部町教育関係当初予算について 

報告第 52号 平成 25 年度南部町学校給食センター特別会

計当初予算について 

報告第 53号 県費負担教職員の内申について 

議案第 22号 平成 25 年度要保護・準要保護児童生徒の認

定について 

議案第 23号 平成 25 年度南部町教育方針について 

議案第 24号 平成 25 年度南部町教育大会について 

議案第 25号 平成 24 年度南部町教育委員会の事務の点検

及び評価報告書について（平成 23 年度実績）

議案第 26号 南部町立幼稚園の学級編制に関する要綱の制

定について 

議案第 27号 県費負担教職員の異動の内申について 

議案第 28号 南部町教育委員会事務局職員の人事異動につ

いて 

 （南部町教育委員会委員長の選挙について）

 （南部町教育委員会委員長職務代行者の指定

について） 

 （南部町教育委員会委員の席次の決定について）

 ※全議案 原案可決 

 



　　 杉沢小学校 　 　名川中学校
　　 剣吉小学校 　　 南部中学校
　　 名久井小学校
　　 名川南小学校
　　 向小学校
　　 南部小学校

　◇町民体育館
　◇体育センター
　◇ふるさと運動公園
　◇ふくち運動公園
　◇たいら運動公園

　 　福地公民館
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　◇名川中学校図書室１階

スポーツ施設

社会教育施設

　　 福地小学校

教育施設

教育長 総務班

学校管理班

　◇幼稚園
　 　名川幼稚園
　 　南部幼稚園

　◇小学校

　 　杉沢中学校

社会教育班

史跡対策室

　 　南部公民館

　 　剣吉公民館

教育委員会事務局の組織の状況

１　教育委員会機構図

学務課

教育委員会

　◇中学校
　　 福地中学校

　◇名川Ｂ＆Ｇ海洋
　　 センター

社会教育施設

　◇公民館
　 　中央公民館

社会教育課

　　 福田小学校
事務局

　（苫米地分館、法師岡分館）

　◇町民ホール

学校給食センター

社会体育班
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２ 教育委員会事務分掌 

 

（１） 学務課 

 

  【総務班】 

① 教育委員会の会議に関すること。 

② 教育委員会及び学校その他の教育機関の職員の任免その他人事に関すること。 

③ 公印の保管に関すること。 

④ 文書の収受、発送、管理、保存及び廃棄に関すること。 

⑤ 教育予算の編成及び執行に関すること。 

⑥ 県費負担職員の任免その他人事に関すること。 

⑦ 学校その他の教育機関の設置、管理及び廃止に関すること。 

⑧ 教育財産の管理に関すること。 

⑨ 教育委員会規則等の制定又は改廃に関すること。 

⑩ 基幹統計及び教育に係る調査その他の統計に関すること。 

⑪ 県教育委員会その他の関係機関との連絡調整に関すること。 

⑫ 他の班の所掌に属しない事務に関すること。 

 

  【学校教育班】 

① 校舎その他の施設及び教具その他の設備の整備に関すること。 

② 学校施設台帳の整備保管に関すること。 

③ 教育内容及びその取扱いに関すること。 

④ 教科用図書の採択並びに給与に関すること。 

⑤ 学習効果の評価に関すること。 

⑥ 校長及び教員その他教育関係職員の研修に関すること。 

⑦ 校長及び教員その他教育関係職員並びに児童、生徒の安全厚生及び福利に

関すること。 

⑧ 学校給食に関すること。 

⑨ 児童及び生徒の就学に関すること。 

⑩ 学校保健に関すること。 

⑪ 学校図書館に関すること。 

⑫ 義務教育費国庫負担事務に関すること。 
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⑬ 学校の産業教育、理科教育及びへき地教育の振興に関すること。 

⑭ 幼稚園に関すること。 

⑮ 児童及び生徒の交流に関すること。 

⑯ 奨学金に関すること。 

⑰ その他学校教育に関すること。 

 

 

（２） 社会教育課 

 

  【社会教育班】 

① 公民館その他社会教育機関の設置、管理及び廃止に関すること。 

② 社会教育委員、公民館運営審議会及び文化財審議委員に関すること。 

③ 各種教室及び学級その他社会教育講座に関すること。 

④ 社会教育関係団体の指導育成に関すること。 

⑤ 社会教育資料の刊行及び配布並びに情報の交換、調査研究に関すること。 

⑥ 文化財の保護に関すること。 

⑦ 郷土芸能の伝承に関すること。 

⑧ 社会教育のために必要な設備、機材及び資料の提供に関すること。 

⑨ ユネスコ活動に関すること。 

⑩ コミュニティーに関すること。 

⑪ ボランティアに関すること。 

⑫ 青少年教育に関すること。 

⑬ 青少年健全育成に関すること。 

⑭ 家庭教育に関すること。 

⑮ 婦人教育に関すること。 

⑯ 男女共同参画事業に関すること。 

⑰ 生涯学習推進事業に関すること。 

⑱ 文書の収受、発送、管理、保存及び廃棄に関すること。 

⑲ その他社会教育に関すること。 
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  【社会体育班】 

① 体育・スポーツの振興に関すること。 

② スポーツ推進委員に関すること。 

③ 体育関係団体の指導育成に関すること。 

④ 体育施設の管理運営及び整備に関すること。 

⑤ 運動公園の管理運営及び整備に関すること。 

⑥ 町民運動会に関すること。 

⑦ スポーツ教室及びスポーツ大会に関すること。 

⑧ その他社会体育に関すること。 

 

 

  【史跡対策室】 

① 南部氏関連城館整備検討委員会に関すること。 

② 南部氏史跡整備検討委員会に関すること。 

③ 国指定史跡「聖寿寺館跡」保存管理に関すること。 

④ 南部氏史跡の公有化に関すること。 

⑤ 南部氏史跡発掘調査に関すること。 

⑥ 南部氏史跡整備基本構想策定に関すること。 

⑦ 南部氏史跡整備及び活用に関すること。 

⑧ 南部氏史跡の周知に関すること。 

⑨ 南部氏の文献調査及び研究に関すること。 

⑩ 南部氏史跡対策室の経理事務に関すること。 
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計 1,968,020 1,227,987 755,163 775,260

対前年比 1.13 0.62 0.61 1.02

104,574

小　計 560,772 102,442 103,825 104,574

小　計 289,345 133,103 128,915 133,480

 給食センター費

給食センター
管  理  費

560,772 102,442 103,825

76,631

保健体育施設
整  備  費

145,346 26,154 － －
保健体育費

保健体育総務費 72,579 65,635 56,734 56,849

保健体育施設費 71,420 41,314 72,181

文化財保護費 28,926 77,393 28,839 16,990

小　計 251,980 200,477 132,660 129,869

31,735

社会教育施設費 12,614 11,921 10,765 11,758社会教育費

社会教育総務費 88,852 81,838 70,400 69,386

公 民 館 費 121,588 29,325 22,656

5,051

小　計 68,745 51,489 50,311 37,818

幼稚園費

幼稚園管理費 62,292 45,589 45,285 32,767

教育振興費 6,453 5,900 5,026

18,851

小　計 111,398 65,328 64,020 75,052

中学校費

学校管理費 91,825 47,407 46,349 56,201

教育振興費 19,573 17,921 17,671

30,977 20,018

小　計 163,482 100,281 116,878 99,744

194,723

小学校費

学校管理費 139,157 77,628 85,901 79,726

教育振興費 24,325 22,653

949

事 務 局 費 521,212 501,179 157,796 193,774

教 育 費

教育総務費

教育委員会費 1,086 971 758

小　計 522,298 502,150 158,554

３　教育関係予算の状況（決算）

(単位：千円）

款 項 目 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度
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南部町立小・中学校児童生徒の状況 

 

○ 児童生徒の学力（全国学力調査） 

 

（１）小学校 

 全  国 青森県 南部町 備 考 

 

 

 

 

通 過 率

（%） 

H19 ２９０．４ ３０３．２（４位） ３０２．５  

H20 ２３９．７ ２５６．８（３位） ２５６．２  

H21 ２５３．９ ２６８．３（３位） ２６０．５  

H22 
抽出調査方式と希望利用方式に切り替えて実施することとなったた

め、データの分析は不可能（調査方式による抽出） 

H23 
東日本大震災により調査の実施は見送りとなったため、データの分析は不

可能 

H24 
抽出調査方式と希望利用方式に切り替えて実施することとなったた

め、データの分析は不可能（調査方式による抽出） 

※平成２１年度については、小学校は全国平均を上回っているが、県平均よりは下回っています。 

県教委は、小学校で全国平気を上回ったことについて、「家庭での学習習慣が身についている」と分析

しています。 

 

（２）中学校 

 全  国 青森県 南部町 備 考 

 

 

 

 

通 過 率

（%） 

H19 ２８８．２ ２９１．９（14 位） ２９８．２  

H20 ２４６．７ ２５２．２（12 位） ２５５．６  

H21 ２７１．１ ２７４．８（20 位） ２８０．０  

H22 
抽出調査方式と希望利用方式に切り替えて実施することとなったた

め、データの分析は不可能（調査方式による抽出） 

H23 
東日本大震災により調査の実施は見送りとなったため、データの分析は不

可能 

H24 
抽出調査方式と希望利用方式に切り替えて実施することとなったた

め、データの分析は不可能（調査方式による抽出） 

※平成２１年度については、全国平均及び県平均を上回る成績となっております。 

県教委は、「知識」に関する部分は、概ね理解しているとしながらも、「活用」に関する問題には課題

があり、「知識」や「技術」を活用する力を身につけさせる必要があるとしています。 
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町立小・中学校の「特色ある学校経営」事業の目的と実績 

○事業目的 
 教育委員会は、知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな児童生徒を育成するため、学

校経営に創意工夫をこらし、個を生かし創造性を育む学校教育の活発な活動を推進する

ことを目的として、特色ある学校経営事業を当該年度の予算の範囲内において実施する。 

 

（１）小学校 

 

◆福地小学校 

活動名称 事業のねらい 活動実績 

 

 

児童の豊かな心を

はぐぐむための学

習環境整備事業 

 

 

 

１）命を守る体験活動の充実

 

２）体験活動の充実 

学校生活の改善の充実 

 

 

・保健教育・安全教育の推進 

 

・少年消防クラブ活動の推進 

 

・郷土及び伝統文化理解の場の支援 

（茶道を学ぶことで、日本の伝統文化の理解

を深めることができた。） 

 

・食育を推進するための支援 

 

・体験活動を充実させるための支援 

（稲作体験活動を通じて、米作りについての

学びを深めることができた。） 

 

・学習環境の改善整備 

（書画カメラスクリーンセットにより授業

の理解をより一層深めることができた。） 
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◆福田小学校 

活動名称 事業のねらい 活動実績 

 

 

意欲あふれる福田

っ子の育成 

１）落ち着いて学習する児童

の育成 

 

 

 

２）心の豊かな子・やさしく

思おやりのある子の育成 

 

 

 

３）自分のめあてに向かって

進んで努力しようとする子

の育成 

 

４）校内外の環境整備活動 

・学習の記録を資料用として活用 

（教材提示装置の購入） 

・稲についての学習 

 バケツ稲の米つくり 

 

・ＪＲＣ活動の一環として、10 月にマスコット

作戦を実施 

・人権教育の指導に関する図書等を道徳の授業

で活用 

 

・様々な運動に挑戦し、運動に対して興味を持

たせる。 

（長縄飛び・ストップ） 

 

・花苗（校内美化）、 

・飼育（鳥骨鶏の止まり木を作成  

 

◆杉沢小学校 

活動名称 事業のねらい 活動実績 

 

 

 

豊かな心・自然や

ふるさとを大切に

思う心・たくまし

い心の育み推進 

 

 

１）読書活動の推進 

 

 

２）体験活動の推進 

 

 

・朝読書と推薦図書の奨励 

・読み聞かせボランティアによる読書 

 

・学校農園での栽培活動と収穫の調理活動 

 ジャガイモ、サツマイモ、カボチャ等 

・田んぼの栽培活動の実施 

 田植え、稲刈り、脱穀 

・自然体験活動の実施 

 （焼きいも、収穫祭、テント泊） 
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◆剣吉小学校 

活動名称 事業のねらい 活動実績 

 

 

 

児童の感性を磨

き、伸ばすための

体験活動及び環境

づくり 

 

１）行事および体験を取り入

れた活動 

 

 

 

 

 

３）各種活動 

・名久井農業高校との交流活動 

 ３学年：農業体験学習（ゴボウ収穫） 

     地域いっぱい運動（花植え）    

 ４学年：りんごの栽培・絵付け・収穫 

     へちまの栽培と観察 

 ５学年：農業体験学習（田植え、稲刈り、収

穫感謝祭） 

・学習活動 

 学習プリントや支援用品を活用した学習 

 繰り返し学習、反復練習の取組 

◆名久井小学校 

活動名称 事業のねらい 活動実績 

 

 

 

平成２４年度名久

井小学校特色ある

学校経営事業 

１）教育目標具現のための体

験的活動への支援と環境整

備の推進 

 

 

 

 

２）エネルギー環境教育を通

して環境に対しての意識の

高揚を図る 

 

 

 

３）校内研修の充実（教材・

教具の充実） 

自分の思いや考えを進んで

表現する子の育成を図る 

・ふるさと探検学習 

５・６年法光寺を訪ねて～座禅に挑戦 

・ふるさと学習 

  農園活動：ジャガイモ、ゴーヤ、ミニトマト

 花を育てよう：学校花壇、鉢花 

 リンゴ栽培体験 

郷土料理作り：老人クラブとの料理 

・理科支援員等特別授業 

 ２年：もぐもぐ走るおもちゃ 

 ５・６年：手作りカイロ作り 

・ノ―電気デ― 

 ２年：廃油ろうそくを作ろう 

 ５・６年：手作りカイロを作ろう 

・おもしろ科学教室 

 ３年：エネルギーを体験しよう 

・校内研修の充実 

 「聞く・話す」能力を育てる視聴覚ソフトの活用
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◆名川南小学校 

活動名称 事業のねらい 活動実績 

 

 

 

地域の特性を生か

した体験活動の推

進 

１）地域の自然・文化を取り

入れた生活科や総合的な学

習を推進 

 

 

 

２）地域の人材を積極的に活

用して、子どもの豊かな人

間性や社会性を育むととも

に地域の人々が訪れる、地

域に開かれた学校づくりを

進める。 

 

 

 

 

・生産活動 

土起こし：トラクターを使用し学校田とし

て土地を耕した。 

田植え：鳥舌内、鳥谷両老人クラブの指導

で全校児童が餅米の苗を植えた。

 

・生活科・総合的な学習の時間の体験活動 

 稲刈り：鳥舌内、鳥谷両老人クラブの指導

     で全校児童で餅米を収穫した。 

 

・餅つき・そばうち会の交流 

  学校田で収穫した餅米での餅つき 

鳥舌内・鳥谷両老人クラブ計９名 

来賓６名、児童・保護者４４名 

地域の方々約４０名 

職員１１名    計約１１０名 

 

◆向 小学校 

活動名称 事業のねらい 活動実績 

 

 

 

一人一人を生かす

学校づくり 

１）児童の活動の活性化 

 

 

２）ふるさと学習の充実 

  伝統文化の継承 

  農作業体験学習 

 

 

３）環境整備の推進 

 

 

・奉仕的活動 

ＪＲＣ活動、クリーン作戦 

 

・地域の伝統芸能の継承活動 

ナニャドヤラの踊り・唄・太鼓 

ナニャドヤラコンクール 

・総合的な学習 

 

・農業体験：ジャガイモ、ミニトマト 

・学校内の環境美化 

 ペチュニア・ガザニアを植えよう 
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◆南部小学校 

活動名称 事業のねらい 活動実績 

 

 

 

豊かな心をはぐく

む体験活動や環境

づくり活動 

１）多くの自然、地域、人と

関わる多様な体験活動の実

施 

 

２）地域の良さに気づき、豊

かな心の育成 

 

３）めあてに向かって挑戦す

る学習や活動を設定 

 

 

４）学ぶ楽しさや喜びを味わ

わせ、主体的に行動する子

どもを育成 

 

・収穫感謝祭の実施、自然体験活動の充実 

 ３学年：りんご作業体験 

 ４学年：馬淵川の調査学習 

 ５学年：米作り体験学習 

 ６学年：福祉体験学習 

 

・豊かな心を育てるための活動 

読書活動の推進 

読み聞かせによるボランティア活動 

 

・環境美化活動 

 花いっぱい一人人株運動（花壇整備） 

 学習環境の充実 

 

 

 

（２）中学校 

 

◆福地中学校 

活動名称 事業のねらい 活動実績 

 

 

 

「自ら学び自ら育

つ生徒」、「規律正

しく心豊かな生

徒」の育成事業 

 

 

 

 

地域の人材を活用し、地域

の文化、自然環境等に触れさ

せながら、教育目標である「自

ら学び自ら育つ生徒」、「規律

正しく心豊かな生徒」の育成

に努める。 

・キャリア教育の充実 

 キャリア講演会 

「総合的な学習の時間」による発表活動の主

体性・表現力・課題解決能力の育成 

 

・生物育成体験 

 「小玉スイカ作り」で「命の大切さ」や「収

  穫の喜びを体験  

 

・「立志式」を通して自分の人生を展望させ将

来設計能力の育成を図る 
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◆杉沢中学校 

活動名称 事業のねらい 活動実績 

 

 

 

杉中生はぐくみプ

ラン「広げ、深め

る学びの輪」 

 

１）地域や関係機関との連携

のもとに、健全な心をはぐ

くむ教育を推進し教育目標

の達成に努める。 

 

 

 

 

２）地域の文化・伝統に対す

る理解、思いを深めるとと

もに、郷土愛をはぐくみ地

域の担い手となるしなやか

な生徒の育成を図る。 

 

・学校図書支援ボランティアによる図書室環境整備

 ブックカバーの貼り付け作業・バーコードに

よる書籍管理 

・音楽教育の充実 

 毎朝夕、全校音楽を実施 

・福祉施設での慰問演奏を実施 

・全校合唱年２回実施：音楽への愛着・情操教

育の一助となった 

・教育講演会の実施  

 「ありがとう、感謝します、ツイてる」の言

葉の大切さを学ぶ 

・その他 

 生徒活動を中心とした写真の掲示 

 地区運動会や八戸聾学校・盲学校交流会でマ

スゲーム（フラッグダンス）を披露 

◆名川中学校 

活動名称 事業のねらい 活動実績 

 

 

「特色のある学校

経営」 

 

豊かな人間性や社会性、国

際社会に生きる日本人として

の自覚を育成る教育の推進 

・郷土理解学習（名川秋まつりへの参加、伝統

芸能の伝承、郷土にゆかりのある方を招いて

の指導）： えんぶり・手踊り 

・体験活動 

 １年：えんぶり    郷土理解学習 

    命の大切さ講座 

２年：農業体験学習  りんご等の果樹栽培

   食用菊等の園芸栽培 

３年：表現・創作活動 サックス、三味線、

    郷土の食材を活用した弁当作り 

・ボランティア活動：ＪＲＣ活動 

・主体的な学習活動 

 移動式のスクリーンなどを用いてメディア

スペースを活用した主体的な学習活動 
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◆南部中学校 

活動名称 事業のねらい 活動実績 

 

 

 

南中愛 ～道羲～ 

豊かな人間性や生きる力と

夢医を育む生徒を育成するた

め、基本的生活習慣「明るい

あいさつの」・「さわやかな身

なり」「健康生活」の確立、自

主的な生徒活動の推進に取り

組む。 

・学習支援関係 

 学校農園野菜の栽培活動への支援 

 読書推進活動 

 ＪＲＣ活動 

 （幼稚園・保育園訪問による体験活動） 

 １学年職場体験活動 

 

・行事支援 

 体育祭 

文化祭・合唱コンクール 

立志式、記念色紙、記念 DVD 発行 

 

・その他 

 読書推進活動に係る図書室環境整備 

校内装飾環境・校舎内環境美化整備 

英語弁論等文化的活動 

 

 




